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こ131   い さ  つ
大 会 名 誉 会 長

本  田
g

′

弘  敏
秋色濃い此処中京の地において、伝統に輝 く、第19回の全「]本

学生バ ドミントン選手権大会を開催するにあたり、一年間の練磨

の成果をひっさげて、全国各地より馳せ参じられた選手諸君、ど

うか諸君の若い情熱をコー ト上にカー杯ぶっつけて正々堂々の活

躍を心より祈念致します。

先般東京において開催された第 4回国際学生バ ドミントン大会

において、諸君の代表が輝しい成果を挙げられたことは、我々の

深く感銘し、心強く感じた次第であります。特に女子選手諸君は

全ての種目に完勝して明日の世界女子選手権大会への足がかりを

得られたことを喜んでいる次第であります。しかし世界は広いことを考え、一層の精進をお願い致し

ます。男子においては未だ一般社会人に及ばぬ状態はユーバー杯につづいて トマス杯に挑戦する中心

勢力の形成を期待されている重責を肝に銘じ一大奪起を諸君にこそお願いする次第であります。

どうか諸君、色々の意味において、無限の可能性をひめる本大会及びその出場選手諸君の燃えるよ

うな斗志を心より期待しあいさつといたします。

あ  い  さ  つ
″
全 日本学生バ ドミントン連盟

会 長 松  下  正
第19回秩父宮杯全日本学生バ ドミントン選手権大会の開催に当

り、私は選手諸君並びに関係者各位の労を多として大会の成功を

祈ると共に一言感想を述べて御挨拶に代えたい。今日はまことに

容易ならぬ時代である。今まで是とされて来たことが非とされ、

今まで非とされて来たことが是とされ、人類は何を価値の標準と

して生きていいかわからなくなった。およそ人類が地上に発生

し、集団生活をなし、文明を創り出してから以来今ほど激しく流

動し、今日ほど思想、思考の混乱している時代はないであろう。

安定に慣れた人はただただ驚き、あわて、ふためくのみである。

しかしこの時代は偶然訪れたものではない。来たるべき理由があって来たのである。因果の法則は最

として侵すべからざるものがある。問題はこの流動する時代において如何に身を処すべきかである。

私は思う。動のうちには必ず静がある。その静をとらえるのが我々の課題である。私はそのもろもろ

の静のうち正しく戦う姿勢があると思う。それは人類発生以来形の変化にかかわらず一貫するもので

あった。私は今回愛知県体育館で開かれる全日本学生バ ドミントン選手権大会がこの変らざる精神を

基礎として行われることを切望するものである。あらゆるスポーツのうちバ ドミントンはその伝統と

技術において最も我々東洋人に適したものである。今やアジア復興の時期を迎えるに当り、全日本の

学生選手諸君が全力をつくしてその技を競うことはただバ ドミントン界における大快事であるにとど

まらず、激しく流動する時代に新しい希望をもたらすものである。私は選手並びに関係者各位がその

時代的使命を自党し、大会の成功に協力せられんことを切に望んで私の挨拶とする。
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歓 迎 の こ と ば

愛知県バドミントン協会会長

名古屋市体育協会会長

後  藤  金甲 二
第19回全日本学生バ ドミントン選手権大会並びに第17回全日本

学生バ ドミントン東西対抗競技大会が開催されるにあたり、御挨

拶申し上げる機会を得ましたことを欣快に存じます。

全国各地からきびしい予選を得て本大会に出場された選手諸君

が技を競われるのは誠に壮観であるとよろこびに堪えません。

本年はメキシコオリンピックが開催された事により国内、国外

問わず、選手諸君が水を得た魚の如 くのびのびと充分に活躍して

頂けるものと存 じます。特に本大会においては名実共に日本最高

のバ ドミントン競技大会を展開されるものと期待いたします。御

存知の様にバ ドミントン競技は戦後急速に発展し、先進競技団体に互して進展の一途をたどっては居

りますが、スポーツ人口の獲得、底辺をひろげること、技術面の研究、大会運営等バ ドミントン競技

に与られている訓l題は数多くあると存じますが、どうかバ ドミントンに情熱を傾けていただいて居り

ます役員各位をはじめ選手一丸となって一層の進展に寄与して頂きたいものと存 じます。

最後に日ごろ練磨の精神と技術を十三分に発揮され、大会史にさらに輝かしい一ページを加えられ

ると共に友好競技団体の御協力に感謝申し上げ大会の成功を祈って御挨拶といたします。

挨 拶

中部学生バ ドミン トン連盟

会 長 横 井 初 四 郎

第19回全日本学生バ ドミントン選手権大会並びに第17回全日本

学生バ ドミントン東西対抗競技大会が名古屋で開催されることに

なりました。

これは、名古屋としては昭和36年 11月 の第12回全日本学生バ ド

ミントン選手権大会に次いで二回目のもので、かかる権威ある大

会において、選りすぐられた全日本の学生選手諸君が正々堂々と

熱戦を演ぜ られ、吾々中部学生バ ドミントン連盟発展の機会を得

られたことに対し心から感謝致しております。

吾々大会運営関係の者としては各方面の御指導、御協力を得て

カーぱいの準備をしたつもりですが、恐らく選手役員の方々に御迷惑をかけたり、御不満の念を与え

たりする点が多々あるのではないかと案じております。

選手諸君の寛容ある御協力により、平素錬磨された心身一如の高い試合が演ぜられ本大会の有終の

美を飾ることが出来たらと希望します。

終りに御世話になりました関係各方面の各位並びに選手諸君に厚 く御礼申上げます。

‐

ヽ口′

ヽ

4



大 会 を 祝 し て

愛 知 県 知 事

桑 原 幹 根

全国から六百余人の選手諸君を本県にお迎えして、学生バ ドミ

ントンの王座を競う秩父宮杯 。秩父宮妃杯争奪第19回全日本学生

バ ドミントン選手権大会ならびに第17回全日本学生バ ドミントン

東西対抗競技大会が開催される運びとなりましたことを心からお

祝い申しあげます。

スポーツが心身を鍛錬し、明朗健全な社会人をつくる上にきわ

めて大切なことは申すまでもないところであり、スポーツこそ個

人の完成と社会の繁栄の有力な推進力としてこんごもますますさ

かんになっていくものと信ずるのであります。

特に、東京オリンピックを一つの契機として、各種のスポーツが国民の間に広 く親しまれており、

とりわけ誰にでも簡単にできる大衆的な魅力を持ったバ ドミントン競技のめざましい普及 。発展ぶり

はまことにご同慶にたえないところであります。

この両大会は、わが国のバ ドミントン競技では最も高い水準にあるものと承っておりますが、こう

した立派な大会が本県で開催されますことはきわめて有意義なことであり、これを機に本県のバ ドミ

ントン界もよりいっそうの飛躍を遂げられるものと確信する次第であります。

どうか選手諸君におかれましては、平素培われた実力をじゅうぶんに発揮されますとともに相互の

親睦を深められ、スポーツマンシップの真髄を示していただきたいと念願するものであります。

ここに、大会のご成功と選手諸君ならびに関係各位のこんごいっそうのご活躍を心からお祈りいた

します。

ご  挨  拶
名 古 屋 市 長

杉  戸 こ」Li

イロ

さわやかな秋の空気のもとに、第19回全日本学生バ ドミントン

選手権大会ならびに第17回全日本学生バ ドミントン東西対抗競技

大会が、全国各地から多数の選手をお迎えして当名古屋市におい

て開催されますことを心からお喜び申しあげます。

ご承知のとおり、スボーツはただ健康の保持増進のためばかり

でく、健全な精神を養い、円満な社会生活の訓練のうえに大きな

力となり、協調と有情に満ちた有為な社会人の育成のためには切

っても切れない深い関係にあります。

バ ドミントン競技は、余暇を利用して手軽に楽しめるスポーツ

と存 じますが、又一面これに専念し追求すれば、大きな努力と修練が要求されると思います。

ここにご参加の皆さんは日頃この苦しい修練に耐え、努力されて今日の檜舞台にたたれたものと確

認いたします「 どうか持てる力を十三分に発揮され、スポーツマンシップに徹したうるわしい心
。技

をご披露いただくよう念願してやみません。

最後に本大会開催のためご尽力下さいました関係各位に心から感謝申しあげ、ご挨拶といたします。
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あ  い  さ つ

愛知県学生バドミントン連盟

会 長 徳  川1 義  親

勝負にこだわるな、ということはよく聞く言葉であるが、これ

.ヽ だけではどうもものたりない。競技する以上、勝か負けるかであ

るのだから考えないわけにはゆくまい。私は思う。勝った方がよ

いにはきまっているが、その勝ちっぷりが良 くなければならない

のである。同時に又負けることもあるが、その時は、その負けっ

ぶりが良 くなければならない。これが競技の一番大切なところで、競技精神とはこんなところにある

のではないだろうか。愛知県の学生の意気を示してもらたいものである。
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東 海学 生 バ ドミントン連盟委員長

愛 知学 生 バ ドミントン連盟委員長

五十嵐 正 信  り|1 端 昇 市

内 藤 安 雄  今 井   先

市 嶋 智二郎  伊 藤 基 記

村 山 幸 雄
」 六 角   勉

勝 俣 光 博  七 尾 邦 彦

関 本 宣 治  石 川 千 明

原  紘 一  平 林 久 志

二 方 忠 夫  渡 辺 清 司 |

八 木 昌 晴  小 野 栄 一

柿 本 哲 夫  千 田 真 澄

都 筑 金 助  後 藤  守

加 藤 二 郎  青 山 敏 郎

渡 辺  清  上 原 信 彦

鈴 木 英 二  田 中 章 喜

稲 熊 文 隆  服 部 興 治

服 部 直 彰  深 津  豊

榎 本 彦 次  神 谷 一 三

布 引 修 二  増 井 益 二

山 本 邦 彦  岡 村 英 男

高 橋 重 夫  牧 野  武

橋 本 角 市  穐 山 正 雄

小 林  敦  大 竹 健 次

森 友 徳 兵 衛

柴 原 広 守

高 倉 正 治

吹  田

長 谷 川

加  納

早  川

小 宮 淳 宏

伊 沢 二 郎

毛 利 清 志

三 枝 欲 一

梶 間 悟 郎

春 日  操

泰     浩

生 沼 光 雄

遠 藤 寿 則

今 中 輝 夫

鈴 木   勇

目 崎 久 男

北 田 寛 一

粟 田   匝

伊 藤 昭 司

小 沢 靖 彦

菊 地 利 明

増 田 保 夫

小 飼 栄 一

関    厳

和 田   寿

千 田 軍 二

参

修

和

　

松

ヮ嘘濯

３″
撃
．、ぃ

ｂ

モ
戯
颯
仁
‐

　

　

‘
　

、

宏

成 雄

谷
　
辺

竹
　
渡

男

弘

秋 元

相 場

並 木

相 原

折 井

今 井

肥 尾

白 鳥

野 口

伊 藤

丹 羽

立 松

西 野

内 田

塩 川

松 本

大 1司

岩 井

加 藤

信 一

清 一

万次郎

芳 一

利 彦

国 夫

健 生

宗 義

勇

鉱 一

忠 司

建 市

淳 造

工 博

甫

弘 充

英 相

由 治

三 夫

ー

｀日/
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総 務 委 員 長

総務 副 委 員 長

会  場  係

大 会 役 員

総 務 役 員

愛 知 県 バ ドミン トン協 会理 'F長

全日本学生バ ドミントン連盟副委員長

中部 学生 バ ドミントン連盟 委 員 長

伊 藤 昭 司  小 出 泰 之

早 川 松 弘

千 田 真 澄  佐 藤 雅 彦

柿 本 哲 夫

加 納 千日 男  柴 lu   昭

森 田 好 子  水 谷 美 子

今 井 登志子  石 りll 京 子

今 中 輝 夫  安 棟 信 雄

`扇

 |コ  要 岡l  佐 藤   秀

箕 浦 率屯 子  天 野 真理子

渡

本

竹

目 1崎

市 谷

那 須

管 沼

辺  成  雄

島  義  男

中  一  幸

久 男

信 子  森 り|1 典 子

敏 夫

史 江  西 田 千恵子

係

　

係

手

　

護

選

　

救

太 陽 の 子

カゴメトマトジュースは太陽の子

-9-

総  務  係

会  計  係

宿  ,自   係

報  道  係

式  典  係

受 付 接 対 係
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大 会 役 員

競 技 役 員

競 技 委 員 長

競技 副 委 員 長

審  判  長

副 審 半ll 長

進  行  係

係

係

愛 知県 バ ドミン トン 協 会 理 事

日 本 バ ド ミ ン トン 協 会 理 事

全日本学生バ ドミントン連盟副委員長

日本 バ ドミントン協 会 常務 理 事

愛 知 県 バ ドミン トン 協 会理 事

愛 知 県 バ ドミン トン 協 会理 事

鈴 木   勇  目 崎 久 男

北 田 寛 一 丹 羽 忠 司

服 部 興 治  伊 藤 昭 司

小 沢 靖 彦  永 田 尭 澄

樋 ロ ー 春  加 藤 和 男

津 田 博 司  中 村 浩 成

安 藤 義 治  島 岡 義 和

横 井 文 夫  中 島 美 好

牛 田 保 夫  藤 田 伸 之

堀  征 一  山 本 英 夫

油 井

田 中

三 輪

加 藤

小 沢

青 山

岩 井

都 筑

秀 男

章 喜

浜 子

二 郎

和 雄

敏 郎

多美子

金 助

立 松

ナli  ブli

鈴 木

小 森

柿 本

建 市

信 子

英 二

くに子

哲 夫

内

野

後

渡 辺

栗 田

西 野

井 沢

安 棟

大河戸

河 田

松 良

荒 川

野 村

千 田

小 野

力Π  糸も

浪 越

水 野

藤

地

山

藤

口

藤

イロ

匝

淳 造

宏

信 雄

秀 人

満

水 哉

司 郎

博 克

真 澄

知 洋

和 男

春 子

奈美子

鉱  一

利  明

興 一 郎

安  雄

勇

守

上 原

不i: 責晨

服 部

伊 村

水 谷

岡 田

野 村

安 井

多 賀

浅 井

伊

　

菊
　
杉

｀日′審 判   員 信

文

直

建

貝1

昌

孝

糸屯

知

彦

隆

彰

隆

也

義

守

正

今 中 輝 夫

倉 知 聖 和

小 沢 みゆき

石 原 やす子

▼

ゝ

．録

　

　

　

送

記

　

　

　

放

早シ ヤ ト ル 係
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ノ入
（

大 会 役 員

審 判 補 助 員

愛 知 教 育 大 学

愛 知 工 業 大 学

愛  知   大  学

中  京   大  学

名 古 屋 工 業 大 学

名 古 屋 市 立 大 学

名 古 屋 商 科 大 学

名 古 屋 大 学

南  山   大  学

日 本 福 祉 大 学

名  城   大  学

市 椰 学 園 短 期 大 学

愛 知 県 立 大 学

愛 知 淑 徳 学園短期大学

金 城 学 院 大 学

相 山 女 学 園 大 学

名 古屋 市 立短 期 大 学

名 古 屋 女 子 大 学

バ

バ

バ

バ

バ

バ

バ

バ

バ

バ

バ

バ

バ

バ

バ

バ

バ

バ

ド

|ヾ

ド

ド

ド

ド

|ヾ

ド

|ヾ

|ヾ

ド

|●

ド

ド

|ヾ

|ヾ

|●

|ヾ

ン  ト

ンノ   ト

ン  ト

ン′   ト

ン  ト

ン′   ト

ン   ト

ン/   ト

ン/   ト

ン′   ト

ン/   ト

ン′   ト

ン/   ト

ン  ト

レ/   ト

ン′   ト

ン   ト

ン  ト

ン 部 員

ン 部 員

ン 部 員

ン 部 員

ン 部 員

ン 部 員

ン 部 員

ン 部 員

ン 部 員

ン 部 員

ン 部 員

ン 部 員

ン 部 員

ン 部 員

ン 部 員

ン 部 員

ン 部 員

ン 部 員

ヽ口′

V

ヽ

こ、 大 会 上 の 注 意

1.選手は試合開始 1時間前に必ず到達し責任者は進行係に連絡して下さい。

2.選手は無断で所定の選手席を離れぬようお願いします。

3.拍手以外の応援は慎んで下さい。

4.会場は清潔にして紙層などは所定の場所へお捨て下さい。

5.会場内においては役員の指示をお守り下さい。

6.指定された場内以外は絶対に出入しないで下さい。

7.各自持物に十分気を付けて下さい。

8.試合進行上開始時間コート番号に多少の変更があります。

9.会場は禁煙です。喫煙は指定の場所でして下さい。
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1.開  会  式

1.役 員選 手入場
2.開 式 の 辞
3,開 会 宣 言
4.国 家 斉 唱
5。 優 勝 杯 返 還

6.開 式 の 挨 拶
7.歓 迎 の 辞

8.

9.

10.

11.

12.

選 手 宣 誓

競 技上の注 意

「若い力」斉唱

閉 式 の 辞
役員 選 手退場

式   次 第

11月 4日 (月 )午前 9時

(愛知県警察音楽隊吹奉)

大会委員長 (日 本バ ドミントン協会理事長) 森  友  徳]:兵 衛

大会会長 (全 日本学生バ ドミントン連盟会長)

大会副会長 (愛知県バ ドミントン協会会長)

大会副会長 (中部学生バ ドミントン連盟会長)

(名古屋商科大学バ ドミントン部主将)

審判長 (日 本バ ドミントン協会常務理事)

壽

二

郎

満

雄

四

正

押

　

　

　

安

初

下

藤

卜

田

藤

■
ナ

松

後

横

河

内

‐

2.閉  会  式  11月 9日 (土 )午後 3時

1.役 員 選 手 整列
2.開 式 の 辞
3。 成 績 発 表

4.表     彰
5。 閉 式 の 挨 拶

6.閉 会 宣 言
7.閉 式 の 辞
8.役 員 選 手 退場

競技委員長 (愛知県バ ドミントン協会理事) 伊  藤  鉱

大会会長 (全 日本学生バ ドミントン連盟会長)

大会委員長 (日 本バ ドミントン協会理事長)

大  会  日  程

松  下  正
森  友  徳 兵 衛

ー

第 1日 目  11月 4日 (月 )

第 2日 目 11 月

11 月

11 月

ll 月

12 月

5  日

6  日

7  日

8  日

9  日

(火 )

(水 )

(木 )

(金 )

(土 )

A.M.

A.M.

P.M.

A.M.

A.M.

A.M.

A.M.

A.M.

P.M.

9:00

10:30

1 :00

9:00

9:00

9:00

9: 00

9:00

3: 00

開  会  式

東 西 対 抗 戦

団  体  戦

団  体  戦

個  人  戦

個  人  戦

個  人  戦

個  人  戦

閉  会  式

,

第 3日 目

第 4日 目

第 5日 目

第 6日 目
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あなたはこの申どれをお使いですか

日六でバ ドミン トンに必要 な全製品を製

造・販売 しているのは∃ネヤマだけです.

しかもラケッ ト, シャ トル コックは業界

最高の品質 と量産 を誇 り,海外にもどん

どん輸出されています。プレイヤーの皆

さまのために研究開発 されたこれ らの製

品はどれをとっても最高のプレーを約束

して 〈れ るものばか りです。

弱
さ
　
プ
　
一　
ラ
　
ア
　
ヮ
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０

レ
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レ

影

マ
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Ｃ
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左
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Ｌ
　
百
（
水
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〓
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写
　
・　
ス
　
ニ　
＜１２

ス ②ガ /1ヽ 張工具 0)Y・ SS,

へ判ゴ′しヽ酉己はい りま―せ′4ン

ン
　
ツ

キ
　
プ

⑤
　
・

球
　

一

鳥

カ

陸
　
ス

・
　

ニ

ツ

③

ニ
　
ケ

株式会社 ヨネヤマラケッ |ヽ  東京都文京区湯島3丁 目13番 5号  TEL(834)4486(代

バドミントン用品は≡ヨネヤマ 粽

ポヽ ーツシャツ (■ )シ ョー |ヽ
ノ

バ ドミン トンシューズ
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競  技  日  程 (1)

第 1日 目 (11月 4日 )(月 )

第 2日 目 (11月 5日 )(火 )

MT:男 子団体 LT:女 子団体
MD:男 子複  MS:男 子単 LD:女 子複  LS:女 子単

美 麗・迅 速・納 期 正 確

八 景 印 刷 株 式 会 社
取締役社長 二 島 寿 男

名 古 屋 市 北 区 深 田 町 1-3
TEL(代 表)071)6 6 2 6

▼

▼

-15-

第 1競 技 場 第 2競技場

時
コー ト 10 11 12 13 14 15

東
西
対
抗

10:30～ 11:30 MD
.1

L Ｄ
・

11:30--12:30 MS1
LS
1

団

対

戦

13:00～ 15:00
MT
3 10

LT
l.

4ヽT
■

.

15:00～ 17:00
MT
2´
11 12 13 14 15 16 17

LT

5

MT
19 20 21 22 23 24 25

LT
10 11 12

時
コー ト 10 11 12 13 14 15

団

体

戦

9:00～ 11:30
MT
27 28 29

LT
13
14 15 16

11:30～ 14:00
MT
30
MT
31

LT
17
LT
18

14:00～ 16:30 MT32
MT
33

LT
19

LT
20

17:00～ 19:00



ここには 明治 が
み ごとに保 存 されています《博物蛇》
口用シ豊ォ寸

愛 知 県 大 山 一 景 勝 地 日本 ラ
イ ン大 山 入 鹿1湖口半50フラi子 ノJ
メ ー トル の よ也に
重 要 文 化財 ・ 聖 ヨハ ネ教 会
堂 ・ 西郷 従 道 邸 な ど建 物 15
棟 か ら、 人 力 車 ・ ラ ン プ ま
で 数 千点 の 明 治 の もの が保
存:さ れ て い ます 。 ま た オ1体J
を 日本 最 古 の 市 電 が 走 り、
属 ′ヽ1青 を ま して い ま す 。 こ こ
に |よ 、 明 治 が 生 きて い ます
■ 交 通
名古 屋 駅 前 名鉄 バ ス セ ン タ
ー か らパ ス65分・ ■ 65円
′」ヽキ文線 日月f台 |す ll駅 か らバ ス
・ 30円
場 料
200円 。大 学 高 校 生
O円 中 学 ′」ヽ学 生_50円
合 せ は
一観 光 サ ー ビ ス 。日本 交

社 な どヘ

名鉄 電車

分
入
へ

０
問
鉄
公

・０
■
人

■
お
名
通

世界のサルが約 100種 1000頭 ./

世界一のサルの動物園です

日本モンキーセンター

‐

｀日′

Ｓ
、
）一一一一一一一一

ところ=名古屋から30分
大山ラインパーク内
交通=名鉄大山線 大山遊園駅下車
モル ールのりかえ

ここのサルはサルの世界3大研究所
|]本モンキーセンターが集めたもので
日本にはここにしかいない珍しいサ
ルや、アフリカ風の草原、人]:ジ ャ
ングルを自由に走り廻るサルをご覧
いただ|す ます

大山ラインパーク入園料

大人 200円  小人 100円

●お問合せは一― ―
名鉄電車の駅 。名鉄観光サービス
日本交通公社なとの旅行案内所ヘ
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名鉄 電車
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■

ー

個

　

　

人

　

　

戦

競  技  日  程 (2)

第 3日 目 (11月 611 水 |

第 4日 目 (11月 7日 )(木 )

MD一 男 rtt MS一 男
「
申 I´ D― ―女 ∫1'(I I´ S‐―ク r'I`

▼
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第 1競 技 場 第 2競技場

時
コー ト 10 11 12 13 14 15

9:00～  9:40
MS
1

４

一 10 11 12
MS

13 14 15

9:40～ 10:20 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 LS
1
2 3

10:20--11:00 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 5 6

11:00～ 11:40 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51

11:40～ 12:20 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 10 11 12

12:20-‐ 13:00

“

65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 13 14 15

13:00～ 13:40
MD
1

LS
16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

13:40～ 14:20 MD
2

ハ
０ 10 11 12 13

lヽD
14 15 16

14:20～ 15:00 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 3() 31

15:00^-15:40 MS76 77 78 79
LD
1

・４
l´ D
t,

1() 11

15:40～ 16:20 MS 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91
MS
93 94

16:20～ 17:00 95 96 97 98 99 100 101 102 103 104 105 106 107

時
コー ト 10 11 12 13 14 15

個

　

　

人

　

　

戦

9:00～  9:40
MS
108 109 110 111 112 113 114 115 116 117 118 119

MS
120 1211122

9:40～ 10:20 123 124 125 126 127 128 129 130 131 132 133 134 135 136 137

10:20～ 11:00 138 139 140 141 142 143 144 145 146 147 148 149 150 151 152

11:00～ 11:40 153 154 155 156 157 158 159 160 161 162 163 164 165 166 167

11:40～ 12:20 168 169 170 171
LD
12 13 14 15 16 17 18 19

LD
21 22

12:20～ 13:00 23 24 25 26 27
MD
32 33 譴 35 36 37 38

MD
39 40 41

13:00～ 13:40 42 43

“

45 46 47 48 49 50 51 52 53 契 55 56

13:40～ 14:20 57 58 59 60 61 62 63
LS
30 31 32 33 34

LS
36 37

14:20～ 15:00 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52

15:00～ 15:40 53 契 55 56 57 58 59 ∞ 61
MS
172 173 174

MS
175 176 177

15:40～ 16:20 178 179 180 181 182 183 184 185 186 187
LS
63
LS
65

16:20～ 17:00 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77
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GID> 日本 ダ ン ロ ッ プ護 譲 株 式 会社

総 発 売 元

Champjons play to win. They play

with speed, power and accaracy. They

attack from the first to the last stroke

of the game. So they play with Dunlop

rackets. Give your game the confi-

dence and balance of a champion's,

and play Dunlop.

株 式 会 社 諸 江 製 作 所

東 京都 渋 谷 区笹 塚 2丁 日46番 8号
TEL‐ (377)4401(代 )
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競  技  日  程 (3)

第 5日 目 (11月 8 FI 金」

第 6日 目 111月 911 1i

MD一男子複 MS―一男子単 LD――女子複 LS一 女子 |14。

ザ

▼

第 1競 技 場 第 2競技場

H寺

コー ト 10 11 12 13 14 15

個

　

人

　

戦

9:00´- 9:40
MD

“

65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75

9:40～ 10:20 76 77 78 79

10:20 : 11:00 LD
29 30 31 32 33 34 35

11:00～ 11:40 MS188 189 190 191 192 I(B 194 195

11:40～ 12:20 LS
78 79 80 81 82 83 飩 85

12:20～ 13:00
MD
80 81 82 83 84 85 86 87

13:00～ 13:40 LD36 37 38 39

13:40^-14:20 MS
196 197 198 199

14:20～ 15:00
LS
87 88 89

15:00～ 15:40
MD
88 89 90 91

15:40～ 16:20
LD
40 41

時
コー ト 10 11 12

個

　

人

　

戦

9:00～  9:40
MD
92 93

9:40～ 10:20
LS

9() 91

10:20^-11:00
MS
20()
201

11:00～ 11:40
LD
42 `13

11:40^-12:20
MD
94
95

12:20～ 13:00
LS

"

93

13:00～ 13:40
MS
202 203

-19-
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Attack with Siazenger:
l\'hat other game is as cxacting as badnlinton! Thc shuttlecock

has uniquc peculiarities in flight. Thc small court calls for fast

rcactious, 1-hc high nct is restricting. All in all, badminton

clcmands a lot of skill. Make the

most of1or,ru rvith Slazengerl

THE NAME TO PLAY W:TH

日 本 総 代 理 店

ジヤーデン・マセンン0アンド0カンパニー(ジヤバン)リ ミテツド

河 崎 ラ ケ ツ トエ 業 株 式 会 社

▼

―
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挨 拶

第 17回全目

監

今回より、バ ドミントンに

レと同時に東西対抗が行われ

いことである。

東西の精鋭が一堂に会し、

大会を行うことは、よリー層

ドミントン東西対抗東軍

福  井  正 康

って、最高の時期に開催されるインカ

運びとなりましたことは、誠に意義深

、口′

選り抜きの選手諸君の眼前で、本

に熱が入ることと思う。

過去の輝刀ヽしい戦績はもとより、今回いや今後ずっと、こ 記録を保持すべく、技術面の みなら

ず、精神的強さにも自信のある国際試合経験者を有する

と試合に臨むことであろう。

手は、自覚と誇りとをもって正々堂々

」1■ に本大会、開催に当たり、関係各位の御努力に心から敬意と感謝の意を表します。

V

大 洋 木 材

本 社 (231)0889。 4479(中川区松重町)

工 場 (321)0 0 6 4(港 区木場町)
TEL

式
社

株
会

-21-
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選 手 紹 介

男 子  東 軍 選 手 (1)
監 督 福 井 正 康

1 主務 生  沼 .光  雄

法政大学 4年

作新学院高校出身

関東学生連盟委員長

2 主将 高  林  弘  則

中央大学 4年

富山商業出身  2回 出場
全日本学生ランキング  単 4
関東学生ランキング   単 2
東日本学生ランキング  単 2

単 5位

複 4位

複 4位

複 1位

複 3位
複 5位

位

位

位

3

4

鈴 木 正 造

中央大学 4年

新潟商業出身 初出場
全日本学生ランキング

関東学生ランキング

東日本学生ランキング

単

単

単

７
１
　

一ｈ
）

ｒ
Э

複

複

複

位

位

位

複

複

複

位

位

位

′
■
　
一ｈ
〉

，４

位

位

位

中央大学 4年

緑ケ丘高校出身 初出場
全日本学生ランキング

関東学生ランキング

東日本学生ランキング

立 野 政 昭

立教大学 4年

高岡商業出身 初出場
関東学生ランキング

東日本学生ランキング

坂 本 聖 二
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TOYOD `A みんな知ってる使ってる

トヨダの3・色カラニ
BRAND

トーナメント

トーナメント

トーナメント

ブ ル ー

ブラック

レ ッ ド

■

‐・ |・ |・■||‐  ||・

爾T写
=写
T鶴
1    1

心蛉贔炒徳鶉

日本バ ドミントン協会検定合格 本年度公式大会使用球

優良バドミントン用品総合メーカー
0

ヽ

東京都台東区浅草橋 5-10-2 TEL(851)9409(866)2515

r*=r*t h=, 口__■ ′`
ノ



東 軍 選 手
９

白

伊  藤  |キ   和

日本大学 4年

福島商業出身  2回 出場
全日本学生ランキング

関東学生ランキング

束 FI木学生ランキング

堀

11』

単

3位
3位

3位
7位

1位

複 7位
複 7位
複 3位

復 6位
複 2位
俊 2位

複 6位
複 2位
複 2位

復 3位
|■  5 イ立

７
′

士ュ  |  ′‐t
十 1対

午 前 惰 之

栂 野 尾  昌

立教大学 3年

岐阜工業出身  2回 出場
全日本学生ランキング

関東学生ランキング

東日本学生ランキング

一
）

11

単

単

8

立教大学 3年

官山商業出身  2回出場
全 日本学生 ランキング

関東学生 ランキング

東 11本学生 ランキング

|118位

|113位

9 瀬  戸     孝

立教大学 3年

関東六浦高校出身

関東学生 ランキング

東 11本学生 ランキング

10

法政大学 :'年

宮 ||1商 業出身

全 11本学生 ランキング

1文1束学生 ランキング ■ 位

 ヽ ′
V

複 2位
|■  1(立

:11111,111■■1111

-15-―



東 軍 選 手 (3)

11 児  島    昇

法政大学 3年

北越高校出身

全日本学生ランキング

関東学生ランキング

本  間  |り〔  次

中央大学 2年

新潟商業高校出身

全日本学生ランキング

関東学生ランキング

東日本学生ランキング

杉  山     修

日本大学 2年

岐阜工業高校出身

関東学生ランキング

東日本学生ランキング

単 6位

単 7位

複 2位

複 1位

複 7位
複 3位

12

13

‐

複

複

１

■
　

■
，

位

位単

単

位

位

14 女子主務

布 施 明 実

東京女子体育大学 4年

都立桜町高校出身

関東学生バ ドミントン
連盟常任委員

15 主  将

硲  恵 美 子
日本女子体育大学

高岡女子高校出身
4回 出場

7位
キ ング

16 松 本 直 美

青山学院大学 3年

成安女子高校出身
3回 出場

全日本学生ランキング

単 7位  複 3位
関東学生ランキング

複 4位

17 石 崎 喜 代 子

日本体育大学 3年

真岐女子高校出身
2回出場

全日本学生ランキング
複 4位

関東学生ランキング

ヽ口″

学
　
生

本
位
学
位

日
８
東
２

全
単
関
単

生 ランキング
複

ン
複
ラ
複

ラ
　
生 グン

位
キ
位

２

ン
３

複
ラ
複
生学

位
本
位

４

日

４

単
東
単

ンキング
6位

学本
位

日

２

東

単
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東 軍 選 手 (4)

全
単

関
単

東
単

日本女子体育大学 2年

山陽女子高校出身

日本学生ランキング
1位  複 2位
東学生ランキング
1位

日本学生ランキング
1位  複 2位

近 藤 光 枝

日本女子体育大学 2年

布施女子高校出身

全日本学生ランキング

単 2位  複 2位
東日本学生ランキング

複 2位

20

21

婦 人 靴 は

CYCLAIIENSHOES

本 間 恵 美 子

日本女子体育大学 2年

新潟青陵高校出身

初出場

関東学生ランキング

単 8位  複 1位
東日本学生ランキング

単 3位  複 1位

V

19

紳 士 靴 は

C A N 10 NSHOES

お求めには有名百貨店小売店でどうぞ

キヤニオンシユーズ 0メ ンクラメンシユーズ総発売元

政 木 株 式 会 ネ|
名古屋市東区矢田町4-28 TEL(052)711-6101(代 表)

- 27 -
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一
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一
熱

浦 口 恵 子

日本女子体育大学 2年

山陽女子高校出身

初出場

関東学生ランキング

単 3位  複 1位
東日本学生ランキング

複 1位



第 5回 アジ ア大 会 、世 界選 手 権 な どで得 た貴 重 な資料 を も とに、第 :線 プ レー
ヤ ー の声 を生 か して研 究 、完 成 。全 国 9万人 のバ ドミン トン プ レー ヤ ー に贈 る
決 定版 です。

従 来 の ロー ル底 の シュ ー ズは 、競

技 中の疲 れ が 多い ため 、安 定 性 の

良 い特 殊 デザ イ ンの型 底 を採 用 し

ま した。

動 きの ポ イ ン トに な る部 分 には強

度 な特 殊 配 合 黒 色 ラバ ー 同 時成 型

特 に耐 久力 をつ け ま した。

最 も破 損 の 多い 、甲 爪先 部 分 には

皮補 強 を施 し大 きな企 画 に しま し

′こ。

suka
A・

「

Ξ ン トン ″
=―
麗
“

コ鳳
・
:〓

=菫
田 Jコ 喘 麟 ヨゴ 謳 ]粧  本社・神 ''市 須電区寺田口「 3
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拶

関西学生バドミントン連盟副会長

第17回全日本学生バ ドミントン東西対抗西軍監督

米 田 喜 一 郎

此の度御当地名古屋市に於きまして学生バ ドミントン界では最っと

も、輝やかしい歴史を持つ東西対抗が開催される運びになりました。

本大会が学生バ ドミントン界のいや日本のバ ドミントン界の最高水準

をいく競技会であることはいうまでもありません。

故に此の度西軍監督を任ぜられました私としては西軍の選手諸兄に

依って日頃の練磨された技価を遺憾なく発揮せられまして此の名誉ある伝統をよリー層輝しいものに

するべ くその責を全うさせる様に努力致し度いと存 じます。

猶本大会開催に当りまして御尽力下さいました役員諸氏の方々及びその関係各位に心より敬意と感

謝をささげ、私の挨拶と致します。

挨

′ ″
/′ V

①
日本観光旅館

連 盟 会 員中 0場′
中央線 ・古虎漢・TEL多 治見 (0572)代22-9151
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中部経済圏とともに発展し

あすの暮らしをお約束する

東 邦 瓦 斯 株 式 会 社

名古 屋 市熱 田 区桜 田町 60

電 話 〔大代表〕(871)3511

▼

▼
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選 手 紹 介

男 子  西 軍 選 手 (1)
督  米 田 喜 一 郎  関西学生バ ドミントン連盟副会長

1 主務 酒  井  義  男

近畿大学商経学部 4年

関西学生バ ドミントン連盟副委員長

監

2主 将 竹  止1  重  夫

関西大学経済学部 4年

朱雀高校出身 3回出場

西日本学生ランキング  単
関西学生ランキング   単

高  馬    哲

神戸大学工学部 4年

姫路西高校出身 初出場
西日本学生ランキング

関西学生ランキング

位

位

複 6位
複 2位

複 1位
単 13位

島  田  康  行

関西大学経済学部 3年

津幡高校出身 初出場
西日本学生ランキング

関西学生ランキング

単 5

単 2

位

位

民
υ 竹  原   1茂

近畿大学商経学部 3年

新宮高校出身 初出場
西日本学生ランキング  単 3
関西学生ランキング   単 3

位

位

-31-
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BADMINTON
SHUTTLE‐COCK

ARU 覆コ

シ

IVIARU‐M SHUTTLE‐COCKS MFGe
名 古 屋 市 中村 区 草 薙 町 1の 4:

マルエムバ
「
・
ミン トン用品製作所

TEL(411) 7066

使
用
球

各

大
会

試 合球
練 習球
だ
｀
ット

NAGOYA JAPAN
▼
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西 軍 選 手 (2)

関     久  幸

同志社大学法学部 3年

高岡商業出身 初出場
西 日本学生 ランキング

関西学生 ランキング

丸 井 広 道

神戸大学経済学部 3年
神戸高校出身 初出場
西日本学生ランキング

河  田      サ|lli

名古屋商利大学 3年

||1支 1社東高校出身 2回 出場

西 日本学生 ランキング

ビ

「
　

、日
「

′
Ｔ

ｏ
０

複

複

位

位

っ
０

　

４
１

位

位

複 1位

単 6位

111  口     勇

近畿大学商経学部 2年

新宮高校出身 2回 出場

西日本学生ランキング

関西学生ランキング

第4同 FI目際学生出場

車 2位  複 2位
)11 14位  複 7位

ヽ中/

10 小 野 健 二

近畿大学商経学部 2年

天理高校出身 初出場
西日本学生ランキング

関西学生ラン千ング

-33-
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西 軍 選 手 (3)

11 米 納 隆 雄

同志社大学商学部 2年

高岡商業出身 初出場
西日本学生ランキング

関西学生ランキング 単 10位

複

複

つ
Ｏ
　

И
４

位

位

12

13

14

徳 永 澄 子

熊本女子大学文家政学部 4年

熊本高校出身 3回 出場

西日本学生ランキング 単 3位  複 3位
▼

相  沢  マ チ 子

新潟青陵短期大学 1年

新潟青陵高校出身 初出場
西日本学生ランキング  単 1位

竹  ||コ   悦  子

新潟青陵短期大学 1年

金沢二水高校  初出場
西日本学生ランキング

複 1位

単 2位  複 1位

金
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社
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名古 屋 市 中区栄 3丁 目13-21
TEL(241)0834番
TEL(251)6934番

光 社
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軍 選 手 (4)

池  田  栄  子

東大阪短期大学 1年

東大阪高校出身 初出場
西日本学生ランキング  単
関西学生ランキング   単

篠  111  和  江

東大阪短期大学 1年

東大阪高校出身 初出場
西日本学生ランキング

関西学生ランキング

4位

1位

複 2位

複 ]位

複 2位

複 1位

16

単 5位
単 2位

ュニークな性能 と

伝統の経済性 を

ほ こ る

名車 2名

‐C==::::::ζ lSuPnSONCLNE   7P`::'111:|‐
・ 2'ア ll′

:L・
'21'E:1'2:DS:30C)cc

本社 名古屋市中区大池町 電 (241)8171

BIucbird

層知日産
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男 子 団 体 戦 ∂ ノ
I11 大央 教  大  学

ン

志 社 大 学

本 体 育 大 学

西  大  学

東 学 院 大 学

0
神 戸  大  学

Q 治  大  学

命 館 大 学

海 道 大 学

卜………………………″、_

巨_口:_ムーニ,ヽ
′つ

‰古屋諸日軒大学

ノ

ι′
′

京 都 外 国 語 大 学
2

0

ヽ
ざ

゛

え

´ク

北 九 州 大争学

大 東 文 化 大

富 山 大 学

青 山 学 院 大

岡  ||1 大

関 西 学 院 大 ジ |^

早 稲 田 大

慶 応 義 塾 大

明 治 学 院 大 学

V

0
近 畿  大  学

東北学院大手

熊 本 商 科 大

竜  谷  大
0
学

日 本  大
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あなたはこの中どれをお使いですか

日本でバ ドミン トンに必要 な全製品を製

造・販売 しているのは∃ネヤマだけて
'す

.

しかもラケッ ト,'シ ャ」ヽル コックは業界

取高の品質 と量産 を誇 り,海外 にもどん

どん輸出されています.プ レイヤーの皆

さまのために研究開発 されたこれらの製

品はどれをとっても最高のプレーを約束

して くれ るものばか りです。

ヨネヤマを選べば心配はい りません。

^ 
G)h'

02).: rr -

株式会社 ヨネヤマラケッ

バドミントン用品は≡ョ」にlr、ァ縁
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西 学 院 大

■ヽ

「1本 女 Jl体 育大学

′
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神戸松蔭
′
tj期大学

女 子 団 体 戦

13 15
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0
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本/女 子 大 学

)

野 女 子 大 学

1

0
京 都 女 f大 学

東京女子体育

/
1/

者大学

メ 1毛ン

/´ヽ
_ヽ,ノ

市 岬学 1刺 t'期

0
東 大 阪 短 期 大

ヽ

宮城学隠女子

0 /■

武 庫 ‖「 女 子 大学

,〕

青 山 学 院 大 学
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男 子 単 (1)

藤 (日

村 (明

方 (関

藤 (中

早稲田 (金

(岡

`東
北学大
・

I法 政 大・

(福 岡 人
′
北海道大

｀

(ψi教 人
北九州大

関西学大
′
法 政 人

魯―キ|―く最 -llt― :チ01
野 村 (名 商 大)

藤―+十1-子辱ヨ需i佃大 )´ ヘ

柳
`久
留米大)

関  (同志社大)
高 」1(日 本 大｀
浅 野 `青 学 大｀
山一 日―(1関響II学夫

｀キ

日 間 (日 体 大)

川 (金 沢 大 )

千 葉 (東北学大
島 田 (関 西 大)

早 川
`富
山 大)

崎 (関東学大)

大

大

大

大

大

大

本

治

西

央

沢

山

(立 教 大)堀

(関西学大 )

(富 山 大 )

(日 体 大 )

(北海道大 )

(中 京 大 )

(関 西 大 )

(関東学大 )

キラ軒――翻111:一術:il}誌計:ir;太 |)

井

山

戸

士

村

林

合

原

馬

口

沼

増

木

福

中

小

落

楠

高

樋

同志社大｀

大

大

応

阪

慶

大

沢

納

沖

岡

並

井

崎

弘

野

本

田

野

赤

西

国

徳

立

大

大

大

＝
川
一コ
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九

．Ｆ
砥

北

神

法

大

大

大

大

大

大

大

大

大

学

教

制

剛

商

畿

政

谷

商

青

愛

立

早

熊

近

法

竜

名

‐ｉ

頭

―――

藤

作

口

尾

元

野

■i

口
，

矢

山
栂

な
夕
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７
″
な

0

143

144

ク

′″

173

フル

1

″ 3

γ,

196 197

76

77

178

′ユ3

149

50

3)

51

1

ブ ヽ

(名 商 大)

(法 政 大)

(東北学大)

(近 畿 大)

(早稲田大)

(福 岡 大)

(金 沢 大)

(名 商 大)

(岡 山 大)

(神 戸 大)

(慶 応 大)

(関東学大)

(関西学大)
イ中 央 大)

決 1勝
豚;]
lン ′」

「|:二1

-41-

藤

妻

本

田

倉

瀬

橋

々

安

我

佐

植

佐

早

高

力
月
カ
カ

本
西
聾
央

日

関

三

中

＜

＜

′ユ
＜

原

原

田

泉

萩

↓

今

ヤ

長谷‖|(立命館大)

キ色_馴=に二重→k)

♂件十班尋キC晏→晏ギ夫 )

杉 本 (早稲田大)
ヤトニ西二金瑚曝大)
1森 サ||(熊 商 大)
小田譲 (関西学大)

天

大

大

大

山

政

本

岡

法

日

野

藤

塚

岡
浦

川

井

谷
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井

森
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浦
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男 子 単 (2)

ル:教 大
′
法 政 大

神 戸 大

t東北学大

井
`早
稲田大
｀

,I: 
ツ
!「 T渦 FI
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′同志ネ|

藤
‐」ヒ教
(関東学

`日 体
′
|14 111
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・金 沢
(関 西
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九州大
｀

.法 政 夫
|1名 商 大
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~

`東
北学大
｀

`関東学大
.

`立
命館大 |`

・中 央 大
｀

前

村

田

藤

保

林
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〓
一
　

藤
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林  (同志

(中 央 大 )

(二 重 大 )

(関西学大)

(東北学大 )

(日 本 大)

(北九州大)
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力
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中 島 (名古屋大)

(北海道大)

大 )山

北学大)

(同志

岡

東

熊

日

高

関

富

野

山

山

山

見

見

永

野

崎

藤

池

田

加

木

谷

牧

宮

竹

杉
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二
藤

小

野

佐

蒲

森

星

村

蛯

198
201

石 F

僣喜真‐■関西洋カ キ

」平 井 (慶 応 大)

大

大

大

大

大

商

体

知

西

山
′山 (福 岡 大

(同志社大
｀

`早
稲田大 )

,S― -1日―‐(“|―綸卜‐りそ),
田 (愛 知 大

｀

日|(金 沢 大

‖:′ こ命館大

]前 (富 山 大

高 林 中 央 大

.r/r
′,′ごキ

武
―
一
‐

岡
― (早 1li:!|[:I:り 0

客゙_上真立場無去)
小田志 (関西学大)

宮 崎 (慶 応 大)
平 山 (日 本 大)

原 (神 戸 大 )

横ヽ_幕_(喜―山一夫)
小 野 (近 畿 大 )
111::タ
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‐―
(|lililil―

‐
l:1::!―,大 :|)

森  (福 岡 大 )
佐久間 (中 央 大)

田 所 (立命館大 )
曳 地 (東北学大)
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あなたはこの中どれをおイ吏いですか

日本でバ ドミン |ヽ ンに必要 な全製品を製

造・販売 しているのはヨネヤマだけです。

しかもラケッ ト,シ ャ トル コックは業界

最高の品質 と量産 を誇 り,海外 にもどん

どん輸出されています。プレイヤーの皆

さまのために研究開発 されたこれ らの製

品は どれをとっても最高のプレーを約束

して くれ るものばか りです .

ヨネヤマを選べば心配はい りません .

株式会社 ヨネヤマラケッ |ヽ 東京都文京区湯島3丁 目13番 5号  TEL(834)4486(代

バドミントン用品は≡ョ」格lr、7 粽

▼

- 44 -

簑■

浄

11

●

鶴
・

ヽ
　
議

，
４
′♂

写真左上か ら (1)プ レス 2カ メ |｀ 張工具 ③ Y・ S・ Sシ ャ トル
・小鳥

'´

R Oト レーニンタ‐ .ク・ 陸 鳥球  ⑤キャ リンクケー

ス ●ガッ |ヽ  ⑦ラケ ゥト 8ミ ニスカー ト・ プリーツ (9ミ
ニスカー ト・ フレア (lo)ス 十一 ツシャツ い )シ ョー トパ ンッ

(12)ス ポーツンックス (■ :′ ヾ|(ミ ン |ヽ ンシューズ



男   子   複
高 林 。本 間 (中 央 大)

ノトー
ー
1::::i4__湛 ト ー唇 |‐

‐‐‐‐1金 :―
‐‐‐
i只
―‐=大|)1

小田忠・山 内 (関西学大 )
藤・」: 藤 (早稲田大)

葉 。佐 藤 (東北学大 )
藤 。大 竹 (法 政 大)

北―一井|―。一永‐――井―(立i命・鮮:大 )A

梅 ―幕二増 ―山 信 ―■■大)‐ヘ

平 山 。丹 野 唱 本 大)

島 。矢 作 1熊 商 大)

山 。占 卜寸
′
関 西 大 )

“

′,

“

■

78

″ 〕

命館大 )

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

政

山

岡

学

本

商

阪

棚

岡

西

沢

商

央

本

畿

法

南

福

青

立

日

名

大

早

福

関

金

熊

中

日

近

島

田

田

百

岡

原

村

里

井

日

本

橋

池

尾

野

尾

カ

カ

カ

カ

カ

ヵ

ヵ

ヵ

月

力

詢

や

カ

城

教

央

産

西

応

山

潟

政

九

北

東

沢

戸

名

，

中

九

関

慶

岡

新

法

北

東

関

金

神

栂野尾 。児

梅 本 。小野
森 。木

嗜第一

小 野・

蛯 谷
米 納
伊 藤

取

　

関
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保

七

府

萩

野

吉

今

村

阪

高

浦

鷲

牧

熊

宮

　

木

加

田

山

瀬

坂

土

野

宮

藤

井

笠

広

菊

松

岡

久

野

田

富

岡

岡

本

崎

林

江

川

谷

塚

西

合

原

野

並

田

田

野

木

浦

方

沖

村

村

田

本

浦

田

本

馬

浅

岡

三

島

島

杉

国

小

安

森

桶

赤

宮

落

萩

佐

山

森

岡

立

鈴

松

土

西

野

松

米

宮

三

成

伊

高

・岩 本

・佐久問
。FlI 'T
。 堀

竜 谷 大

中 央 大)

早稲|‖大)

山 大 |

畿 大)

体 大)

留米大)

山 大)
‐′同志社大)

」ヒ海道大)

。長谷‖|′ こ命館大)
。柳 |||`東北学大)
・佐 藤 ′慶 応 大)

南

近

日

久

岡

大

大

大

大

大

政

商

畿

福

本

法

名

近

日

日

名

北

早

関

原

藤

上

西

間

柳

沢

＝

十

村

本

野

月
村

可

中

円

占

赤

古

福

中

山

小

大

中

Ｌ

藤

川

井

原

田

丸

村

丼

川

野

田

口

棟

山

所

永

井

藤

田

藤

田

藤

安

竹

森

熊

野

″

決

大

大

大

大

大

轄
締
体
鮮
酵

関

同

日

東

関

川

　

一口
藤

中

92

崎

「
1

本

田

本寸

崎

原

筒

井

本

よ也

本
|‖

:田

山

′′

平

安

前

」′
１
●
　
・「
　
ｊ

ｌ、
「
―
―

―

“
―
―

．　
　
ゲ
一
¨
７

唯

馴

ル

Й

４５

′

ゴ
昨
一

（ｏ
沐
大
ヽ

・ 堀
。楠
。後
。本寸

商 大)

九州大)

稲田大)

西 大)

′今

佐―藤一北一村一筆H針大 )ヘ
今 泉・岩 F(中 央 大)
山 埼・ 林 (福 岡 大)

門 前・早 月|(富 山 大)
奏・滝 野 、法 政 大 )

斉 藤。 林  `同志社大)
佐 木々 。曳 池 1東北学大)
石 ′i・ 笠 井 (青 学 大)

山一■■4華考■部印畔考01
珀 ホ :.____E冒

__・‐
4上 1‐

‐‐‐

=塚
与
―‐‐‐
(弔 ki5i尋 t≠ |メ く )

ヘ

大

大

大

大

大

大

大

阜

西

岡

政

能

計

山

破

憫

瀬

怯

北

壬

鋼

井

立

岸

――

野

詈

村

河

足

山

樋

小

植

嘉

謙

瀬

永

弘

温

田小

早

藤

徳

″ナ

僣

大

大

大

大

山

戸

知

教

岡

神

愛

ヤ

木

　

中

前

原

高

　

山

寺

田

梶

田

堀

り |

′
富 山 大 )

同志社

森

崎

山

金

宮

杉

ヽ

,4日 本 大｀



第 5回 アジ ア大 会 、世 界選 手権 な どで得 た貴 重 な資料 を も とに、第 l線 プ レー
ヤ ー の声 を生 か して研 究 、完 成 。全 国 9万人 のパ ドミン トン プ レー ヤ ー に贈 る
決定版 です 。

従 来 の ロール底 の シュ ー ズ は 、競

技 中の疲 れ が 多い ため 、安 定 性 の

良 い特 殊 デザ イ ンの型 底 を採 用 し

ま した。

動 きの ポ イ ン トに な る部 分 には強

度 な特 殊 配 合黒 色 ラバ ー 同 時 成 型

特 に耐 久力 をつ け ま した。

最 も破 損 の 多 い 、 甲 爪先 部 分 には

皮 補 強 を施 し大 きな企 画 に しま し

スこ。
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より良い品を

より安,く

より親 切 に
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各地区 員長抱負

」ヒ   海   道

北海道学生バ ドミントン連盟

委 員 長  遠 藤  寿  則

――    酷暑の夏が去り、さわやかな季節となり今年 も快い涼風と共に
ノ
~

全日本学生バ ドミントン選手権大会が開催される運びとなりまし

た事は誠に喜こばしい事であります。

本大会にも
!`1学
連からも数名の選手が参加致しますが、なにぶ

んにも中央と地方との壁の厚さは歴然たるものがあり、この全国

_   の優秀な選手が一同に会する本大会においても当学連の選手は北

海道のレベルアップ、しいては日本バ ドミントン界のレベルアッ

プの為に優秀選手の技術などを十分に吸収し、くいのない立派な試合をしてくれる事でしよう。

又本大会に出場する他地区の選手諸君も現在の力にあまんじる:事なく邁進する事を望みます。

最後に本大会が盛会に終始し、選手諸君のよき思い出になる様な素晴しい立派な大会であるよう祈

念致します。

東北学生バドミントン連盟

委 員 長  白 鳥  定  義
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V

関 東        ご(
関東学生バドミントン連盟

委 員 長 生 沼 光 雄

本大会も回を重ね今回で19回を数える事になるが、我国期界の

この期に於いて又学生界が全日本の直接の基盤となり全日本を リ

ードする状況下に於いて本大会は重大なる意義と使命を持つもの

である。

本大会に於ける関東地区選手の過去の成績は確かにすばらしい

ものであったが、もう日本と云うワクで見てはいけないと思うc

世界の視点に立つ事によって向上するのではないか。

現在当地区には国際試合経験をした選手が十数人いるので本大会に於いて特に個人戦でこれらの選

手と他の選手達の試合或いは又他地区の選手との試合に施いて、世界を念頭にした内容のある試合を

期待したい。現在まで常に学生界のイニシアチブを取って来た立場にある当地区としては、更に学生

界を先導し学生界を更に全日本バ ドミントン界発展の為のもとにならんと常に望んでいる。又この期

待に充分にこたえてくれると信じている。

最後に、スポーツマンシップに則ったファイ トある試合を見せてくれる事を願い、運営にあたった

地区の役員の諸氏に深く感謝致します。

関 西

関西学生バドミントン連盟

委 員 長  八  木  昌  晴

第19回全日本学生バ ドミントン選手権大会が中部学連主管のも

とに開催される運びとなりました事は誠に喜ばしい限りでありま

す。

本年は第 4回国際学生選手権大会を東京にて開催され主催国の

責任を無事果され、日本学生斯界もいよいよ世界に進出し、意気

盛んと言いたいところですが、それはあくまで関東勢中心であり

まだまだ各地区学連の隔差は、歴然たるものがあります。

この期に於て学生最高の今大会をより充実させ飛躍させる為に

も選手諸君の強化は勿論の事、各地区指導者層及び学連をより強

固に育てるべきだという事を痛感致しております。

我が関西学連は毎年「打倒関東」の意気に燃えながらそのつど打ち砕かれてきましたが、本年こそ

は関西選手が一丸となり、関西選手権優勝、二年連続西日本大会優勝の竹山 (関大)を筆頭に常に安

定した力を発揮する竹原 (近大)、 国際学生代表選手の山口 (近大)等、又女子では新人ながら関西
選手権単、複優勝の池田 (東大阪)篠山 (東大阪)等が実力を十三分に発揮し、団体戦、個人戦を問
わず必ずや関東勢の鼻を明かしてくれる事と思います。

最後に出場選手諸君の健斗を祈ると共に、関係各位の御尽力に深く感謝の意を表わし併せて本大会

の成功をお祈り中し上げます。

-53-

■1

一■
■

|

▽

ノ/～



中   四
/ヽ
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中四国学生バドミントン連盟

委 員 長 小 野 栄 一

日に日に秋も深まり、今年も又全日本学生バ ドミントン選手権

大会が開かれる季節となりました。当中四国学連の選手もこの大

会をめざしてコー トの内に汗を流してきました。しかしまだまだ

中四国のレベルは中央のレベルに数歩の遅れをとっており、大会

で立派な成績を残すことは困難であるかもしれません。しかしそ

んなことは問題ではありません。ただ私達は他学連のすぐれた選

手のプレーを通してすぐれた技術を吸収し一歩でも二歩でも中央

との差を縮めることに努力するだけです。特に今回からは、全日本大会に先立ち、東西対抗が開かれ

ることは非常に興味あることです。すぐれた選手のプレー及びマナーを十分吸収して帰りたいと思い

ます。

例年中四国学連からこの大会に参加する大学は、岡山大学、松山商科大学、等の非常に少数の大学

でしたが、今大会には上記の大学の他に、山口大学、鳥取大学、広島大学、香川大学、高知大学の選

手が参加します。各大学の選手は十分実力を発揮してくれるでしよう。当学連の選手の健斗を祈って

やみません。

最後になりましたが、本大会の開催に尽力下さいました関係各位に感謝し本大会の成功を確信して

おります。

九

、 /

州 /｀
ヽ

九州学生バドミントン連盟

竹   谷

本年度の最高峰を決めるべ く第19回全日本学生バ ドミントン選手権大会並びに第17回全日本学生バ

ドミントン東西対抗が名古屋市にて開催される運びとなりました事を御喜び申し上げます。

文字通り、日本全国から優秀なるプレーヤーが技をきそうべ く名古屋へのりこむのですから地理的

条件など自らの力で克服して最良のコンディションで、くいなくカーばい戦う事を望みます。

最後に今大会開催に当り、関係各位の御努力に対し深く感謝致します。

ν

宏
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部

中部学生パドミントン連盟

委 員 長  竹 中 幸

学生バ ドミントン界に於いて最高の試合である第19回全日本学

生バ ドミントン選手権大会並びに第17回全日本学生バ ドミントン

東西対抗競技大会が当地の名古屋市において開催され、今までに

ない選手諸君多数をお迎えすることができましたことは、主管学

連といたしまして喜びに絶えません。

さて昨年度まで、当学連からの参加出場校は名古屋のある限ら

れた大学でしかなかったのですが、今年度は昨年と異なり(出場

校も多く、今大会の当学連からの各校の意気ごみは例年になく、地元選手としてはずかしくない試合

を展開してくれるものと考えております。                        .'1

団体戦においては、昨年度中部選手権一位の名古屋商科大学はもとより、二位、三位の金沢大学、

新潟大学等北信越の各大学の活躍も見ものであります。

女子においても、伝統の名古屋女子大学、市郁短期大学等が必ずや活躍してくれるものと思います。

男子シングルスでは西日本大会 6位の河田 (名商大)、 昨年度インターハイで 5位の堀 (名商大)等、

他の選手諸君の活躍も期待したい。

男子ダブルスでも、抜群の強さをほこる河田・山本 (名商大)も奮起してもらいたい。

女子シングルスでは西日本大会優勝の相沢マチ子 (青陵短)二位の竹中悦子 (青陵短)や東海選手

権優勝の桑原 (東海女短)、 ダブルスでも、西日本大会優勝の相沢・竹中 (青陵短)東海選手権優勝

の増田・山田 (市郁短大)等が活躍してくれると思う。中部の選手諸君、地元の面目にかけてがんば

ろう!!

現代 をみ つ め る

中
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選    手    名    簿   (1男1子:)  (C印は団体戦出場選手)

北 海 道 地 区

北海道教育大学   監督 伊 藤 博 見4

④

③

治

夫

憲

敏

弘

士

徳

福

三
　
一　
昭

泉

貫

国

野

川

原

西

布

柏

督

将

務

監

主

主

葉

並

藤

川

千

山

加

柳

元

雄

男

憲

哲

島

浦

森

八

三

大

督

将

務

監

主

主

合

本

子

落

松

金

浩

孝 之

利喜夫

藤

合

本

斎

落

松

督

将

務

監

主

主

④

③

①

晃

夫

博

信

沖

藤

崎

西

佐

宮

格 麿

晃

幸一郎

田

沖

吉

西

林

小 野   栄②  野 り|1   豊③

東 北 地

′東北学院大学

関 東 地 区

″
山学院大学   監督 山 崎 道

′ど
~~~… …… ~ヽ

男ノをくド|百=遍・
』LJ準3ロム浅

地鮭

"ノ

 笠井好美①
■璽‐""~~

野 尚 吾C  七 戸 邦 厚③

岡   真 広②

尊④

樹②

区

ヽ 主将 石 戸 康
´
~~ヽ 一 ―

 _~

・
主務 繁 田
´
~=~｀

昌 尚④
正 人②
康 夫①
世紀男 1

松 下 信 雅③
中 山   岡l②

佐 藤 大 典④
佐 木々   茂②
曳 地 幹 男 1

山 本 次 生④
佐 木々 慶 男③

三 浦 憲 雄③
菊 地   正②
富 永 喜 幸 1

平 井 克 英③
福 島 由 明②

神 奈 川 大 学

レ関東学院大学

レ慶応義塾大学

し大東文化大学

雄

優

信下

橋

松

中

将

務

主

主

②

②
一
雄

賢

英

井

野

新

龍

③

②

二

男

恒

幸

田

橋̈
．

成

山秀

原

川

藤

宮

孝 之③
利喜夫③

②

①

夫

郎

美

志

外

石

辻

白

③

①

之
　
一

義

誠

木

田井

正

向

③

①

①

二

次

謹

真

豊

礼

部

松

江

渡

平

大

清

三

憲

真

隆

木

部

山

八

渡

高

英 司②

督

将

務

督

将

務

監

主

主

監

主

主

E=コ

の御用 な ら
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おね うちに御奉仕 中〃

カワサキ・ヨネヤマ・トヨダ

スポ ーツ用 品の

西区新道町 3の 40
でんわ 571-《06255

匡 コ
匡 コ 目

□

- 57 -

淵ドミント



名  簿 (男子)2〓
［
　

　

彦

則

正

署

和

弘

照

山

林

間

選
　
杉
高
は

／

督

将

券

一
　

監

■

．主

坂 本 聖 二④
今 泉   勉②
遠 藤 和 男4

④

②

４

造

次

正

正

順

照

木

間

間入

鈴

本

佐

④

③

②

ｌ

則

夫

雄

一

弘

文

一　
正

林

谷

下

尾

高

桶

山石
鷲

和野

田

佐

森明③英

純

井

中

戸

別

田

木

之

和

子

兎

喜

洋

来

藤

上

渡

伊

水

督

将

務

　

督

将

務

監

主

主

　

監

主

主

尾

妻

永

村

野栂

我

藤

中

①

④

③

①

２

一
　

治
　
一　
行

公

慶

憲

教

徳

藤

竹

井

野

後

大

笠

油

④

②

　

　

④

俊

雄

　

　

昭‐

正

則

藤

村

佐

北

t/+ * t +

レ
′日 本 大 学

c/a *lf H t+

r-/ an;a+ Ht+

/明 治 大 学

/r *r. *. +

ソ早 稲 田 大 学

③

①

２

三

博

三

昌
　
　
正

山

田

塚

高

黒

赤

③

①

涸

夫幹

田

間

藤

門

④

②

　

③

②

夫

昇
　
　
　
一　
郎

ー
③

①

２

ｌ

②

昇

実

男

一
　

夫

光

公
　
英

島

田

口

野

田

児

米

樋

滝

新

③

②

矩

宣

堀   幸
高 橋

④

③

三

孝

芳上

戸

池

瀬之③

政

信

野

前

立

寺
一　
昭

信

栄

政

井

野

保

永

立

丸

督

将

務

監

主

主

‐

Ｃ

Ｃ

４

治

準

雄

伸
　
　
龍

藤

本

川

後

杉

藤

④

②

①

２

志

進

満

二

之

清

秀

茂

祐

藤

岡

井

藤

佐

武

今

工

一
志

雄

信

清

敏

杉

中

丹

昌

山

村

野

美

義

安

晴③

修②

-3
雄 1

4藩→震:=和 ④
Cシ 萩 原 秀 春③
夕  牧 野 光 男①
平 山 三 城 2

晃④

‐
ヽ

樹

晃

勝

正本

井

藤

坂

別

佐

吉

治

宏

重

慶

曰
曰
　
　
一

監督 竹 田
主将 後 藤
主務 大 川

監督

主将

監督 津 田
主将 佐 藤
主務 峰 岸

/法 政 大 学

真一

典 生 2

都優司④

純O

近 藤   繁③
佐 倉 和 明②
阿 江 イ申 育4

村

水

木

清

④

②

努

夫哲

田

藤

山

伊

孝

努

宏

雄

俊

安

正

本

田

山

山

③

①

雄

明

和

友

橋

沼

高

菅

③

①

行

助

直

良

越前屋

小 島

本

藤

藤

子

宮

内

佐

金

務

督

将

務

主

監

主

主 賢太郎

自動 車 用 品

ぢ日い

・″

株式会社  巴 商 会

ドライブショップ

ミリオンカー ド加盟店

名 古屋 市 中区 丸 田町交 叉点

TEL (251)1721
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Cィ 選  手  名  簿 (男子)3

地  区

内 藤   健 2

島 岡 悟 郎 3 吉 里 文 雄 3

己④

関 西

レ
′矢阪産業大学

Q大 阪 大 学

t/関 西学院大学

'ン/近 畿 大 学

レ神 戸 大 学

レ立 命 館 大 学

t/龍 谷 大 学

同 志 社 大 学

監督 大 上
主将 中 西
主務 木 村

彰④

誠②

久保田 健 司③
三 宅   保③

藤 上 良 昌③

佐 渡   充②

④

②

４

二

三

夫

幸

裕

和

真

中

井

喜佐

田

沼

③

ｌ

弘

哲

博口

田
一　
口

山

森

山

謙

協

忠

田

立

田

小

足

小

康

彦
　
一

全

協

茂

田

立

田

武

足

藤

③

①

４

行

明

朗

康

‐Ｅ

正

田

林

原

島

小

北

④

②

４

４

雄

明

之

弘

民

敏

智

英

松

村

方

吉

野

土

播

重

孝

徳

康

山

上

本

木

竹

村

阪

村

徳

口

西

山

宮

③

②

ｌ

茂

味

勉

詳

尾

原

西

取

竹

中

熊

雄

隆

夫

茂
　
　
徳

藤
　
　
西

佐

森

宮

督

将

務

監

主

主

④

③

①

④

③

①

４

④

③

二

彦

庸

夫

蔵

司

展

清

肇

一　
行

雄

博

康

秀

田

田

末

蔦

島

蓬

学
　
　
　
　
　
学大

大
　
　
　
　
　
語国

西
　
　
　
　
　
　
外都

関
　
　
　
　
　
　
京

し
　
　
　
　
　
Ａι

督

将

務

督

将

務

監

主

主

監

主

主

敬③

外美夫①

西

村

中

中

本

鋪

岩

屋

馬

森

美

西

幸

信

梶戸

原

正所

井

田

永

治

元

田

岩

富

良 司
敬

すみ代

②

②

　

③

③

　

④

②

　

②

①

勇

夫

　

夫

夫

　

己

博

　

透

樹

④

③

弘

夫憲

岡

川

府

北

④

③

　

③

②

③

万

進

　

信

昭

晴

吉

光

茂

江

増

江

入

小

堀

幸

信

晴

裕

吉

茂

浦

江

江

松

入

堀

督

将

務

監

主

主

監督 中 村 克 彦
主将 久保田 健 司
主務 横 尾 臥太郎

監督 り|1 太 末 夫
主将 長谷川   進
主務 石 元 輝 雄

監督 伊 藤
主将 関
主務 吉 田

森     隆③
小 野 健 二②
植 田   寛①

高 馬   哲④
丸 井 広 道③
小 柴 憲 次②

岡 田 イ圭
長谷川

繁 美④
喜代蔵 3

道 夫①

関   久 幸③
宮 崎 博 幸②

④

②

①

土早

雄

二

考

隆

光

原

納

井

萩

米

吉

井

藤

岩

斎

林

久

幸
　
一

裕

久

憲

レ

営

==ヨに
ロ
ロロ

目

メ バ バ カ ト償

ダ ツ 1ッ
H勝

7   フ  
‐

ル チ ル プ イ 楯

曇謹 金 工

名 古 屋 市 中 区 錦 3丁 目 16番22号

市電栄北地下鉄出入日前

電 話 代 表 961-015i番

製 作 普
=
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中

ソ司 山 大 学

香 り|1 大 学

高 知 大 学

鳥 取 大 学

広 島 大 学

九  州

福 岡 大 学

レ4ヒ 九州大学

し蘇 本商科大学

久 留 米 大 学

九州産業大学

ι

四国地区

誠

村

崎

田

杉

野

山

雄

男

詩

英

悦

博

井

村

原

藤

嘉

藤

督

将

務

監

主

主

選  手  名  簿 (男子)4

岡 本 哲 男4

星 加 展 明 3

倉 田 次 男2

奥 田 啓 介 1

大文夫④ ③

②

男

剛

悦村

木

嘉

高基③

栄

武

野

沢

小

赤

一④

Ю
Ю

ー

地  区

監督 市 丸
主将 山 崎
主務 藤 岡

監督 藤 木
主将 広 本
主務 重 岡

監督 南   直 治
主将 森 川 民 生
主務 山 崎   敬

森 メ|1 民 生④
矢 作   勉②

熊 丸   隆4

松 浦 一 郎④

小 早 り|1 勉③

良
　
　
俊

崎

岸

崎

山

山

国

武

雄

賢

瀬

田

田

早

村

木

造

治

実

貫

良

英

憲

義

田

岡

前

重

洋

敏

俊

山

原

町

宮

楠

深

寛

治

勝

隆

好

義

Ю
Ю
Ю
厠
Ю
地

治③  林
茂②  森
之③

Ｏ

Ｏ

　

Ｃ

②

夫

美

　

　

治

一

康

裁

好

昭

本

仏

広

円

④

Ｃ

治

勝

歳 島 広 久C蒲 生 良 三③

青 柳 三 義4

④

Ｏ

昇

司昇

田

野

上

星

右

生

光

泰

正

尾

代

高

西

萬

日

督

将

務

監

主

主

萬 代 泰 生C

ー

創業明治12年

日本の名菓

清呵ηういろう
レス トラン(八事)喫 茶フルール
(広小路・ 丸栄 3階 )ご 利用下 さ い
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a選  手  名  簿 (男子)5

中 部 地 区

じ愛知教育大学

愛 知 大 学

し壼 沢 大 学

中 京 大 学

富 山 大 学

ι′名古屋商科大学

レ名 古 屋 大 学

南 山 大 学

日本福祉大学

二 重 大 学

二重県立大学

名 城 大 学

レ憂知工業大学

岐 阜 大 学

鳥 居 儀 一③  鬼 頭 英 二②  平 松 孝 孔②
八 神 由 一②将

務

　

　

督

将

務

主

主

　

　

監

主

主

一
彦

儀

清

居

田

鳥

鍋

光

規

直

政

野

田

藤

中

池

遠 早稲田

中 村

蛯 谷
門 前

夫4

勉④

規③

茂③

成 3

治③

行②

敬

俊

西

東

小

伊

保

　

　

政

田
　
江

田

牛
　
安

池

三

由

森

山

金

増

④

②
一　
治

賢

賢

幕

川

横

早

河 田
堀   真

義

隆

正

岡

本

見

島

山

二

山 中 一 彦 3

高 橋 明 夫②
岡 りll 一 見②

局

浩

正

和

介④

広④

夫③

雄③

満③

満①

和④

司③

夫①

好 3

治4

広 3

雄4

生④

宰③

安 藤

野 村

天 野

安 井

大河戸

丹 羽

今 井

監督 奥 田 晃 三
主将 蛯 谷 正 治
主務 斎 藤 俊 明

監督 小 高 章 正
主将 河 田   満
主務 加 納 和 男

中 島 美

堀   正
小野田 泰

安 棟 信

杉 戸 正

色 井 秀

池 田  正 2

岡 田 則 -3

水 谷 建 也4

温   昭 良 3

義 治④
高 義③
素義幸①

孝 守4

秀 人 4

宏 司④
賢 一②

小 林 弘 通③
鷲 見 良 三④

梅 本 幸 男 3

晃

通

宰

弘

秀

豆

林

井

伊

小

色

督

将

務

監

主

主

山 崎 恒 男 2

河 井   博 3

功1 琲 専 門 の 店

喫 茶 ツ  ボ  ウ  チ

水 主 町 店

T EL 331-7831

山  王  店

-61-

TEL 331-7073



o選

北 海 道 地 区

レ北海道教育大学

主将

主務

東 北

城学院女子大学

地  区

手 名 簿 (女子)1 (○ 印は団体戦選手)

雄 子④ ③

②

子

子

敏

悦

田

川谷

吉

長

④

②

つ

子美

む

久

手

島

井

中由美子②

原

条

笠

中敏 子

①

③

子

子恵

節

知

藤

藤

加

後

辺

藤

渡

伊

谷

稔

子

子

恵

蕗

島

川

川

寺

色

石

督

将

務

監

主

主

‐直本

坂

松

高

藤

橋

仁

高

子

子

子

②

③

耶

子

美

鮎

崎

田一昌

由

里

野

田

藤

長

③

①

美

美

治

春

辺

山

渡

影

③

②

子

子

博

洋

島

田

中

太

子

里

みろ

節

由

ひ

藤

野

川

伊

藤

市

信

洋

井

藤

永

加

由美子

田

条

吉

中

レ/伯 色 り|1 恵 子②
佐 木々 洋 子①
日 野 隆 子②

善 子②

美和子①

純 子 2

関 東

t/青 山学院大学

地  区

監督 三 井 熙
主将 仁 藤 悦
主務 牧   さと

し慶応義塾大学

/昭 和女子大学

レ杉野女子大学

レ東京女子体育大学  監督 高 島   稔
主将 藤 井 千鶴子
主務 光 中 1専 美

●
　
ヽ

督

将

務

　

　

将

務

　

磨

将

務

監

主

主

　

　

主

主

　

監

主

主

田

沖

吉

西

林

③

③

子

子

幸

圭

味

原

五
　
三

格 麿

晃

子

都

洋関

合

大

落

北 島 綾 子④
堀 切 佐紀子①

大 関 洋 子③  勝 亦 礼 子②  佐 藤 伊津子②
坂 本 順 子②

悦 子④
さよ子②

藤 井 千鶴子③
金 井 富美江②
日野原 光 子①

美③  小 山 登茂子②
薫①  湯 沢 澄 子①

幸一郎

光 中 博 美③
五十嵐 区 子②

②

①

　

　

③

②

里

美

　

　

代

子

ジ ン ノ ポ ン プ

鱗 神 野 製 作 所
名古屋市北区杉村町 8ノ 10

電 話 (∞1)※ 2571
営 業 所  東 京  大 阪  福 岡
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θ選 手 名 簿 (女子)2

し石本女子体育大学

ι石本体育大学

監督 今 井

主将 硲
主務 田 中

硲   恵美子④  近
本 間 恵美子②  浦
宮 本 とよ子②  谷 沢 三輪子 1

博

・光

木

田

湯

沢

光

恵

藤

口

節

京

崎

辺

戸

渡

樹

ョ

枝

正

コ

巧

本

島

宮

坂

大

樽

督

将

務

監

主

主

②

①

忍

子悦

内

田

山

古

③

①

子

子知

晃

美

田

田

塗

半

①

ｌ

子

子よ

和

か

先

恵美子

光 江

枝②

子②

②

②
　
　
　
③

②

江

子

　

　

子

子

大 島 コ ヨ④
茨 田 清 子③
小 片 千恵子①

石 崎 喜代子③
鈴 木 三 代②

関 西 地 区

大阪教育大学
ヽ

tt(wt*s*+x+

関西学院大学

/呆
都女子大学

/神戸松蔭短期大学

監督 北 野 敬四郎
主将 山 下 康 代
主務 川真田 郁 代

監督 斬 城 和 子
主将 笠 井 けい子
主務 田 垣 由紀子

監督 武 田
主将 足 立
主務 藤 田

監督 中 野 順 子
主将 山 内   忍
主務 塗 田 晃 子

監督 高 尾 こいし
主将 石 山 百合子
主務 田 中 美知子

庄 司 澄 子④
川真田 郁 代③

石 田 祥 子④  山 下 康 代③

風 井 世紀子④
西 尾 菊 栄①

岩 固 定 子①

福 井 幸 子④  森 り|1 道 子③  占 部 妙 子①
門 出 和 子①

植 村 和 子②

谷 □ 恵 子②
長谷川 明 子①

②

②

子

美

け

雅

井

田

笠

沢

康

彦
　
一

全

協

茂

中

田

中

田

現

浜

②

①

①

子

子

江

合

美

喜

百

多

佐

山

田

井

石

松

岩

美知子②

ジQ老老後〕α物こ」1.いЧ「D"icH
サン ドウィッチ、サラダ専門の店

1電 U"〕
引自田丁ビルカ也

~Fπ
■971--1641
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、選 手 名 簿 (女子)3

レ筒志社女子大学   監督 高

主将 山

主務 本

ソ東大阪短期大学   監督 佐

主将 横

ノ
武庫川女子大学   監督 岩

主将 小

主務 浜

中 四 国 地 区

梅光女学院短期大学

九  州 地  区

し熊本女子大学

谷

田

多

藤

田

山

松

□

芳 明

和 子

律 子

茂 雄

春 代

陽 治

佳代子

美佐子

中 村

山 田

森

横 田

伊 藤

蔭 山

笹 尾

良 子④

和 子③

和 子②

春 代②

恵美子①

純 子②

真理子①

篠 山 和 江①  池 田 栄 子①

迫 田 民 子④

岩 崎 典 子③

桝 田 陽 子①

松 下 秀 美①

河 野 幸 世④

山 田 順 子②

竹 内 千 鳥①

浜 口 美佐子 2

‐

監督 伊 藤 基 記

主将 徳 永 澄 子

主務 鶴 田 和 子

金 子 玉 江 1 山 本 清 美 1

徳 永 澄 子④

木 戸 文 香③

鶴 田 和 子④  杉 本 静 枝③

西 村 和 美②

′

じ唇水女子短期大学 山 崎 はるみ2  山 崎 あけみ2  柿 本 彰 子 1

▼

中 華 料 理

東 洋 飯 店

中区栄一丁 目一番七号

名古屋 トヨタボーリング前
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サ 選 手 名 簿 (女子)4

中 部 地 区

/
レ市鄭学園短期大学  監督 若 原 きよ子

主将 増 [1 初 子

主務 金 子 まゆみ

椙山女学園大学

東海女子短期大学

富 山 大 学

名古屋女子大学 監督 高 橋 平八郎

主将 石 原 やす子

主務 小 森 くに子

南 山 大 学

t新潟青陵女子短期大学

全城学院大学

主将 石 田 みさこ

主務 山 村 真理子

八 島 悦 子 3 植 村 典 子 3

早 瀬 富美子 1

小 森 くに子②  原 日 英 子①

西 田 千恵子 2

竹 中 悦 子 1

は

今 井 令 子②

柴 田 明 美①

坪 井 信 子②

山 田 陽 子①

増 田 初 子①

金 子 まゆみ①

大 竹

水 谷

桑 原

真 日

石 原

山 中

とも子 3

美 子 2

富士子 1

悦 子 3

やす子②

豊 子①

V

石 り|1京 子2

相 沢 マチ子 1

栗 本 幹 子 1

肖 像 写 真
本格的なポートンートを持 つていますか ?

小型カメラとアマチ ユアカメラマンの普及でスナ ツプ写

たくさんできるようになりました。

でも
`一
度専門家のポートンート写真をためしてみては./

名古屋市東区鍋屋町 3-34

(有)永 井 抱 陽 写 真 館
941-6781・ 6782
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宿 泊 旅 館 案 内 γ

区別 大 学 名 宿 舎 名 T E L 宿 舎 所 在 地 (郵便番号)
青 山
εL考
えン 来 ′||~~旅 置 く052>:1に1響1層ligF露層轟 天:こノ8 (467)    (2)

1神 奈 り|1 大 学 名古屋観光会館

1関 東 学 院 大 学 1穂 波 園 旅 館

|〈

052〉
名古屋市中区栄二丁目12番 31号  (460)|(1)

〈052〉 881 名古屋市瑞穂区惣作町1ノ 40  (467) (4)881-31
関 ||

名古屋市瑞穂区惣作町1ノ 40  (467) (4)|    `
|一 ｀

231-6
大 東 文 化 大 学 1名古屋観光会館 名古屋市中区栄二丁目12番31号  (460) (1)
|~

大  学 1名古屋観光会館東 明 治 名古屋市中区栄二丁目12番 31号  (460) (1)

‐明 治 学 院 大 学 名古屋観光会館 |
〈052〉 231

〈052〉 231

〈052〉 881

名古屋中区栄二丁目12番 31号   (460) (1)

中 央  大  学 1名古屋観光会館 | 名古屋市中区栄二丁目12番31号  (460)
地
慶 応 義 塾 大 学 穂 波 園 旅 館 名古屋市瑞穂区惣作町1ノ 40  (467) (4)881-31

日本女子体育大学 1米 力1 旅 館

日 本
(螢5大

学 米 川 旅 館
|

名古屋市瑞穂区塩入町2ノ 8   (467)|(2)

区
〈052〉

名古屋市瑞穂区塩入町2ノ 8   (467)|(2)821-

1杉 野 女 子 大 学 米 川 旅 館
821

名古屋市瑞穂区塩入町2ノ 8   (467)_0)

立 教 大 学 米 川 旅 館 | 82
名古屋市瑞穂区塩入町2ノ 8   (467).(2)

1早 稲 田 大 学 米 川 旅 館
〈052〉
::|=|::'1 名古屋市瑞穂区塩入町2ノ 8   (467)|(2)

1立 命 館 大 学 |か う 楽 旅 館 ノ38      (467)    (3)

1型
西 大 学 か う 楽 旅 館 ノ38      (467)    {3)

大 阪 教 育 大 学 名古屋観光会館 2番31号  (460)|(1)

神 戸 大 学 1名古屋観光会館 2番31号  (460) (1)

西
1同
志 社 大 学 名古屋観光会館 2番31号  (460) (1)

1龍  谷  大  学 1名古屋観光会館 2番31号  (490) 11)
関 西 学 院 大 学
(男女) 名古屋観光会館

〈052〉 231-6396
名古屋市中区栄二丁目12番 31号  (460) (1)

地

~ ~~    |

屋観光会館 |〈
052〉 231

代表

大阪樟蔭女子大学 名古 -63961
代表| 名

古屋市中区栄二丁目12番 31号  (460) (1)

■ 摯 室三二た
学 名古屋観光会館 |〈

052〉

神Γ
・
壁 ぜ |~粟

メiF_飩
|〈

052〉

231-震
巽1 名
古屋市中区栄二丁目1

::1尋::'1名 古屋市瑞穂区塩入町2

2番31号  (460) (1)

R′

“
ゝ

中地

四
国区

ノ8 (467)    (2)

1同 志 社 女 子大学

1武 庫 川女 子大 学

1鳥 取 大 学

1広  島 大  学

1北 九 州 大 学

|九 州 産 業 大 学

1久 留 米 大 学

(460)    (1)

(467)    (2)

(460) (1)

(460)    (1)

九
州
地
区

(467)    (3)

(460) (1)

(460) (1)

地
区 1新
潟青陵女子短期大学

1名
古屋観光会館

|〈

052〉 231-霜
巽

|

名古屋市中区栄二丁目12番 31号  (460) (1)

本    部 〈052〉 971-0788

穂 波 園 旅 館 一
一

大 米 旅 館 名古屋市東区水筒先町3 (461) (5)

V

‐

-66-

名古屋市瑞穂区塩入町2ノ 8

か う 楽 旅 館

名古屋観光会館

名古屋観光会館

名古屋市中区栄二丁目12番 31号

名古屋市瑞穂区苗代町2ノ 38
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東 西 対抗 競 技 会 過去 の 成 績
θ

成  績 4")tvz ,y 2")v7
開催年月日 場

一　
　
　
　
　
一

一―

一―

東 1西 1東 西 東  西

第 回 7 神戸YMCA体 育館 28 - 3  6- 1 19 -  2

27.11.21 ‐西宮体育館 9- 6 1 4- 1 1 5- 5

|

Ｉ

Ｌ

Ｉ

Ｉ

30.1.23  東京国民体育館 10 -  5 4- 1 6- 4

31.1.15  大阪府立体育館 |1 3-121 3-2 0-10

32.1.8 1 東京国民体育館 15 - ∩ M5-υ L2-
Ｍ

Ｌ

32.12.22  京都東山体育館 1ス _。 IM 4-11M7-3
[υ   υ lL l-21L3-3

33.12.21  東京国民休育館 I zt- s
M
L

M10- 0
L4-2

34.12.20  大阪府立体育館 18- 6 ML
Ｍ

Ｌ

35.12.19  東京国民体育館 17 -  7 ML
M8- 2
L2-4

10 36.12.21  熊本市立体育館 14-10 IM 5-
IL l―

Ｍ
Ｌ

|| 37.12.21  東京台東休育館 21 -  3
Ｍ
Ｌ

Ｍ

Ｌ

12 38.12.22 .中部電力健保体育館 。1-3 1¥    IY
41      1■

″
       |

|

13 40.3.7  岡山大学清水記念体育館 21 - 3 ML
M 9
5L

14 40. 12
24
25 東京国

立代 木々競技場 第2体育館 21 - 3 L
M8- 2
L5-1

|

15  41.12.25  大阪府立体育館別館 10 -  4 ML
Ｍ

Ｌ

16 .42.12.24  オリンピツク記念青少年総合センター体育館  |1 13- 1 Ｍ
Ｌ

M
L

ー

● - 68 -

‖
||

|

|
IM



日 ドミン トン選手権大会記録

男 子 の 部

教  大
央  大
応 義 塾 大

政  大
政  大
政  大

女 の   部

2.

回

回

位位

同 志 社 大 学

明 治 大 学

法 政 大 学

明 治 大 学

立 教 大 学

法 政 大 学

中 央 大 学

立 教 大 学

京 都 女 子 大

京 都 女 子 大

学

学

学

大

大

大

院

塾

教

学

義

東

応

立

関

慶

学

学

大

大

西

西

関

関

学

学

大

大

塾

塾

義

義

応

応

慶

慶

学

学

大

大

教

教

立

立

大

大

育

子

体

女

本

都

日

京

大

大

子

子

女

女

都

本

京

熊

学

学

学

学

学

学

学

学

学

学

学

学

学

学

学

学

学

大

大

大

大

大

　

　

大

大

大

大

塾

塾

塾

塾

塾

大

大

塾

政

教

治

義

義

義

義

義

政

政

義

応

応

応

応

応

　

　

応

法

立

明

慶

慶

慶

慶

慶

法

法

慶

立

中

慶

法

法

法

　

　

一ｆ

学

学

学

学

学

学

学

学

学

学

学

学

学

学

学

学

学

勝

大

大

　

　

　

　

　

　

　

大

塾

塾

大

大

大

大

大

大

大

塾

大

大

大

大

大

大

大

義

義

教

教

教

教

教

教

教

義

教

政

教

政

央

央

央

優

応

応

　

　

　

　

　

　

　

応

慶

慶

立

立

立

立

立

立

立

慶

立

法

立

法

中

中

中

一

二

三

四

五

六

七

八

九

十

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第十

第十

優    勝

京 都 女 子 大 学

郡山女子短 期大学

日本女子体育短期大学

京 都 女 子 大 学

日 本 体 育 大 学

日 本 体 育 大 学

日 本 体 育 大 学

日本女子体育短期大学

二    位

盛岡女子短期大学

京 都 女 子 大 学

京 都 女 子 大 学

同 志 社 女 子 大 学

慶 応 義 塾 大 学

日 本 体 育 大 学

日本女子体育短期大学

京 都 女 子 大 学

熊 本 女 子 大 学

日本女子体育短期大学

日本女子体 育大 学

日本女子体育短期大学

日 本 体 育 大 学

日本女子体育 大学

日 本 体 育 大 学

三   位

郡 山女子短期 大学

大阪樟蔭女子大

大阪樟蔭女子大

学

学

学

学

学

学

に中大講離詠

ぼ
薩
曖
螂
微
緻

Ｌ
　
　
本

青

郡

成

日

京

京

学

学

学

学

学

学

学

学

学

学

学

学

学

学

学

」ｒ
ヽ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

，ベ

大
舞
大
大
大
大
賜

子
前
子
子
子
子
前

女

体

女

女

女

女

体

‥

子
　

．

…

…

　
・
ｉ
十

本

女

本

本

都

本

女

本

　

　

　

　

本

日

日

熊

熊

京

熊

日

V

第 二 回

第 四 回

弟 五 回

第 六 回

第 七 回

第 八 回

第 九 回

第 十 回

第十一回

第十二回

第十三回

第十四回

第十五回

第十七回

第十八回
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全日本学生バドミントン選手権大会記録
′ヽ
ント、

日
り
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

‐

５
．

敏

　

忠

敏

芳

　

文

芳

　

芳

道

　

芳

兼

文

栄

兼

康

兼

栄

利

子   の

秀 (慶応大)

博 (横国大)

治 (立教大)

秀 (慶応大)

朗 (立教大)

実 (慶応大)

雄 (立教大)

朗 (立教大)

博 (横国大)

朗 (立教大)

明 (慶応大)

博 (横国大)

朗 (立教大)

敏 (立教大)

雄 (立教大)

一 (立教大)

敏 (立教大)

博 (関西大)

敏 (立教大)

一 (立教大)

雄 (同志社大)

部 (1)

第二回

第二回

第四回

第五回

第六回

第七回

第八回

優勝 (単)広  田

二位 (″ )杉  田

三位 (″ )五  越

優勝 (単)広  田

二位 (″ )佐  藤

三位 (″ )江  井

優勝 (単)望  月

二位 (″ )佐  藤

三位 (〃 )杉  田

優勝 (単)佐  藤

二位 (″ )岡

三位 (″ )杉  田

優勝 (単)佐  藤

二位 (〃 )片  石

三位 (″ )望  月

優勝 (単)永  井

二位 (″ )片  石

三位 (″ )小  松

優勝 (単)片  石

二位 (″ )永  井

三位 (″ )河  内

(複)広

(″ )藤

(〃 )岡

(複)広

(″ )佐

(″ )玉

(複)佐

(〃 )岡

(″ )ガヽ

(複)岡

(〃 )佐

(〃 )片
‐

(複)石

(〃 )カロ

(〃 )佐

(複)望

(〃 )宮

(〃 )力口

(複)片

(″ )高

(″ )越

秀・小 宮

雄・五十嵐

明・小 宮

秀 。岡

朗・山 崎

治・服 部

朗・山 崎

明。石 田

敬・吉 原

明・越 川

朗・山 崎

敏 。加 藤

裕・越 川

則・片 石

郎・望 月

雄・永 井

―・北 島

則・片 石

敏・板 垣

忠・渡 辺

啓・豊 場

宏 (慶応大)

夫 (法政大)

敬 (慶応大)

明 (慶応大)

茂 (立教大)

治 (立教大)

茂 (立教大)

裕 (慶応大)

雄 (慶応大)

啓 (慶応大)

茂 (立教大)

則 (立教大)

啓 (慶応大)

敏 (立教大)

雄 (立教大)

一 (立教大)

英 (立教大)

敏 (立教大)

房 (立教大)

潔 (明治大)

建 (慶応大)

田

川

田

藤

越

藤

宮

敏

俊

道

敏

芳

忠

芳

道

=雫
L

道

芳

兼

得

国

占ユ

道

耐

秀

藤

石

田

藤

藤

月

沢

藤

石

田

川

正

芳

文

健

正

兼

正

兼

文

栄

克

兼

隆

ー

モ一〓ロ信付貸の井三る
、スヽ

ヽ
いヽ
一し二

′

し倍２

三井の貸付信託 はあなたの ご計画 を、よ り早 く、確実 にみの

らせ る、有利 な貯畜 です。

三井の貸付信託は  1口 1万円  元金保証
年 7分 2厘 7毛 (島。開鵬)
年 6分 3厘 5毛 (島。胃巴)

◎三井信託薇汗
名 古 屋 支店 名 古 屋 市 。中村 区 広小 路 西 通

(笹島角 。新 名 古 屋 ビル南 館 )
電 話 (551)614■
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男 子 の 部 (2)

▼

第 九 回

第 十 回

第十一回

第十二回

第十三回

第十四回

優勝

二位

三位

優勝

二位

三位

優勝

二位

三位

優勝

二位

三位

優勝

二位

三位

優勝

二位

三位

栄  一

好  雄

康  博

好  雄

栄 .一

隆  房

隆  房

八  東

好  雄

善  憲

好  雄

祝  二

武  司

絃  一

祝  二

義  昭

武  司

手

(立教大)

(立教大)

(関西大)

(立教大)

(立教大)

(立教ブ0

(立教大)

(法政大)

(立教大)

は 教カ

(立教大)

(関西大)

(慶応大)

(中央大)

(関西大)

(立教大)

(立教大)

(中央大)

(複)板

(″ )永

(″ )高

(複)板

(″ )永

(″ )森

(複)板

(″ )山

(″ )星

(複)小

(″ )森

(″ )山

(複)森

(″ )板

(″ )大

(複)伊

(″ )轟

(″ )大

(単)永  井

(″ )小 、 宮

(″ )小  松

(単)小  宮

(″ )永  井

(″ )板  、垣

(単)板  垣

(″ )′Jヽ  田

(″ )小  宮

(単)板  垣

(〃 )小  宮

(″ )国  信

(単)宮  永

(″ )渡  部

(″ )国  信

(単)東  条

(″ )安  沢

(″ )阿  部

垣

井

田

垣

井

垣

田

野

官

田

垣

竹

村

隆

栄

ジ殆

隆

栄

晃

隆

壼:

忠

好

晃

壼ユ

晃

笠

絃

好

イ申

忠

好

イ申

好

八

幸

靖

房・小 宮

―・並 木

純・星 野

房 。小 宮

一・並 木

-0沢 田

房・小 宮

康 。中 村

雄・小 田

雄・鈴 木

-0沢 田

康・蒔 田

一・沢 田

憲。長谷川

一・安 沢

隆・中 村

彦・山 本

一 。安 沢

雄 (立教大)・

裕 (立教大)

雄 (立教大)

雄 (立教大)

裕 (立教大)

力 (法政大)

雄 (立教大)

智 (慶応大)

東 (法政大)

春 (立教大)

力 (法政大)

男 (慶応大)

力 (法政大)

司 (立教大)

司 (立教大)

光 (法政大)

彦 (慶応大)

司 (立教大)

勝

竹 絃

武

武

畠

洋

武

ワーキングウエアー製造発売元

作業用ジヤツ。ジヤンバー・ズボン・セールスコート

事 務 服 ・続 服 。白 衣 工 場 事 業 所 納 入

商
Zゝ

名古屋市中区栄三丁目三十四番九号

TEL〈 052〉 262-0771(代 )

=

-71-
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男 子 の 部 (3)

第十五回

第十六回

第十七回

第十八回

優勝 (単)小  島

二位 (″ )秋  山

三位 (〃 )長 谷 川

優勝 (単)秋  山

二位 (″ )小  島

三位 (″ )西  野

優勝 (単)小  島

二位 (〃 )西  野

三位 (″ )鈴  木

優勝 (単)西  野

二位 (″ )関

三位 (″ )堀

(複)本 田

(″ )長谷川

(〃 )星 野

(複)大 竹

(″ )伊 村

(〃 )秋 山

(複)小 島

(″ )桶 口

(″ )鈴 木

(複)西 野

(″ )森

(″ )栂野尾

務・鈴 木

彦 0本 山

昭・須 田

一 。安 沢

隆。中 村

夫 。高 林

平 。西 野

春 。中 村

二・栂野尾

征 。本 間

男 0池 田

一・児 島

二 (法政大)

昭 (慶応大)

夫 (立教大)

司 (立教大)

光 (法政大)

則 (中央大)

征 (中央大)

安 (法政大)

一 (法政メ0

次 (中央大)

孝 (法政大)

昇 (法政大)

一  平

真  夫

敏  彦

真  夫

一  平

一  征

一  平

一  征

健  二

一  征

一  誠

幸  矩

(中央メ0

(中央大)

(慶応大)

(中央大)

(中央大)

(中央大)

(中央ブ0

(中央大)

(法政大)

(中央大)

(早 大)

(立教大)

敏

義

絃

真

健

芳

健

秀

孝

武

昌

弘

順

信

‐

名 古 屋 市 公 会 堂 食 堂 (731)7440

興 和 ゴル フセンター食堂 (871)4910

サ ン エ ム・ パ ン ドラ (961)3311

(栄町ビルお好み食堂街)

レ ス トラ ンサ ンボ ー (211)6137

森林公園ゴルフ場食堂 (瀬戸)(3)1551

庄 内 橋 ゴル フ場 食 堂 (911)1366

中部 日本 自動車学校食堂 (781)2161

さ か え (サツポロ会館)(931)3732

他   15店 舗

丸 栄 6階 。7階 食 堂 (251)1211
(Zl)1318

本社栄町ビル3階 (971)1490国際フードサービスチ エーン

愛 知 県 体 育 館 食 堂
７
‘

Ｑ
υ

ｎ
ｖTEL (97i
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全日本学生バ ドミントン選手権大会記録
ｎ
ノ
′

′
Ｌ
く
．

第 二 回

第 四 回

第 五 回

第 六 回

第 七 回

第 八 回

優勝 (単)

二位 (″ )

三位 (″ )

優勝 (単)

二位 (″ )

三位 (″ )

優勝 (単ヽ

~位
(″ )

三位 (″ )

優勝 (単)

二位 (〃 )

三位 (″ )

優勝 (単 )

二位 (″ )

三位 (″ )

優勝 (単 )

二位 (″ )

三位 (″ )

瀬

川

山

野 寺

山

田

野 寺

藤

田

藤

藤

井

本

村

岡

浦

倉

村

女

治

治

示

三 知

呆

千 代

経

千 代

み

育

恭

祥

部

(複 )

(〃 )

(〃 )

(複 )

(〃 )

(″ )

(複 )

(″ )

(〃 )

(複 )

(″ )

(″ )

(複)

(〃 )

(〃 )

(複 )

(〃 )

(″ )

(!)

田 中

渡 辺

松 山

松 山

三 瀬

小野寺

滝 田

松 本

小野寺

阿 部

佐 藤

笹 鳥

斎 藤

松 本

塚 村

大 橋

塚 村

瓜 生

治 子

洋 子

明 子

明 子

栄

欣 子

経 子

充 代

悠紀子

ひ ろ

ひ さ

充 子

千代子

享 子

絢 子

千栄子

邦 子

奈津子

(神戸フυ

(京 女大)

(京 女大)

(京女大)

(盛岡短)

(青山学)

(郡山短)

(京女大)

(lキ I11彎
4)

(福島大)

(日 女休短)

(三鳥短)

(成嫉大)

(京女大)

(京女大)

(岡山カ

(京女大)

(大府大)

早

/Jヽ

松

ガヽ

松

滝

イヽ

斎

斎

佐

岩

松

塚

杉

良

塚

邦

　

恭

子   の

子 (神戸大)

枝 (横国大)

子 (京女大)

子 (青山学)

子 (京女大)

江 (郡山短)

子 (青山学)

子 (成嘆大)

子 (郡山短)

子 (成嘆大)

よ (日女体短)

子 (京女大)

子 (京女大)

子 (京女大)

子 (同女大)

節 (尚綱女短)

子 (京女大)

子 (京女大)

弘 美 。早 瀬

敏 好・小 中

昌 子・北 村

昌 子・北 村

礼 子 0宮 城

京 子・芦 沢

三知江・吉 田

享 子・松 本

京 子・沼 田

とし子 。オ甲 切

み よ。長 内

陽 子 。大 場

千代子 。鈴 木

充 子 。松 本

恭 子・石 浜

艶 子・草 野ヽ

恭 子 0良 倉

加代子 。南 波

お口のくニオイ〉を消す

ヨ3■

'コ
ン 歯 磨 柿 ,≡諏会 社
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女 子 の 部 (2)

第 九 回 優勝 (単)三

二位 (〃 )新

(単)山

(″ )諸

(″ )秋

(単)田

(″ )秋

(″ )諸

(単)秋

(′′)田

(単)高

(″ )田

(″ )諸

(単)高

(″ )天

(″ )′jヽ

浦

谷  紀 代

紀 久

み や

文

外 茂

文

み や

文

外 茂

節 (尚綱女短)

美 (日女体短)

子 (京女大)

子 (熊女大)

子 (日 女体短)

子 (熊女大)

子 (熊女大)

子 (熊女大)

子 (日 女体短)

子 (熊女大)

子 (熊女大)

子 (京女大)

(複)三

(″ )新

(″ )畑

(複)田

(″ )二

(″ )山

(複)田

(〃 )諸

(″ )二

(複)諸

(″ )二

(″ )秋

(複)諸

(″ )ヨヒ

(″ )田

(複)高

(″ )田

(″ )中

節・沢

紀代美 0野

謁 子・高

外茂子・秋

和 子・浅

紀久子・川

外茂子・山

みや子・青

和 子・浅

みや子・高

和 子・浅

文 子・田

みや子・高

典 子・石

外茂子・秋

紀 子 。天

蔦 子・大

悦 子・米

国 子

京 子

順 子

文 子

光 世

幸 子

紀久子

博 子

光 世

紀 子

文 世

外茂子

紀 子

和 子

文 子

博 江

ト シ

栄 美

(尚綱女短)

(日女体短)

(日 体大)

(熊女大)

(京女大)

(熊女メ0

(熊女大)

(日 体短)

(京女大)

(日 体ガ

(京女大)

(熊女大)

(日 体大)

(京女大)

(熊女大)

(日 女体短)

(東北女短)

(京女メ0

浦

谷

島

塚

崎

島

田

塚

田

塚

山

田

尾

島

木

辺

屋

村

村

橋

山

野

上

崎

山

野

木

野

島

木

原

山

野

塚

山

三位 (″ ) 二  塚  和

第 十 回 優勝

二位

三位

第十一回 優勝

二位

三位

第十二回

二位

第十二回 優勝

二位

三位

第十四回 優勝

二位

三位

紀  子

外 茂 子

み や 子

紀  子

博  江

佳  子

(日 女体短)

(熊女大)

(日女体短)

(日 女体短)

(日 女体短)

(樟蔭大)

崎

田

山

島

山

田

山

島

三位 (″ ) 二  塚  和

木

島

田

木

野

合
し

中 日劇 場 前・の れ ん 茶 屋

寿  し 。 う な ぎ

龍

名古屋市中区新栄町1の6 中日ビル 9階
TE L 26-1111  内線 439

寿  司
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第十五回

第十六回

第十七回

第十八回

優勝 (単 )

二位 (″ )

三位 (″ )

優勝 (単)

~位
(″ )

三位 (〃 )

優勝 (単)

二位 (″ )

三位 (″ )

優勝 (単)

二位 (″ )

三位 (″ )

高  橋

宮  崎

高  塚

高  橋

宮  崎

五 十 嵐

高  橋

大  島

硲  恵

湯  木

近  藤

高  橋

■2
口P

(複 )

(″ )

(″ )

(複 )

(″ )

(″ )

(複 )

(″ )

(″ )

(複 )

(″ )

(″ )

(13)

高 橋

小 林

樋 口

硲 恵

高 橋

五十嵐

五十嵐

硲 恵

米 山

高 橋

近 藤

織 田

(日 女体短)

(日 体大)

(日 体大)

(日 女体短)

(日女体短)

(日体大)

(日 体大)

(日女体大)

(京女短)

(日女体大)

(日 女体大)

(青学大)

女   子   の

と も 子 (日 女体短)

和  子 (日女体短)

淳  子 (熊女大)

とも子 (日 女体短)

和  子 (日女体短)

明  美 (日体大)

と も子 (日女体短)

コ  ヨ (日体大)

美  子 (日 女短大)

博  江 (日女体大)

光  枝 (日女体大)

と も 子 (日 女体大)

とも子・宮

邦 子 。前

清 子・望

美 子・虫

とも子 。宮

明 美・小

明 美・小

美 子・虫

栄 美・竹

とも子・宮

光 枝・湯

啓 子 0松

崎

沢

月

賀

崎

林

林

賀

内

崎

木

本

和

和

光

雅

和

邦

邦

雅

光

和

博

直

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

江

美

もらつて うれ しい 贈つて喜 ばれ る

名 古 屋 名 物

=ニC
L
Cヽ め 餅

名古屋市熱 田区新宮坂町54番地

TEL 681- 6 1 6 1(代 )

-75-
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祝  第十九回全日本学生バドミントン選手権大会

賛 氏  名

北海道学生バ

東 北学生 バ

関東学生 バ

関西学生 バ

中四国学生バ

九州学生 バ

名 古 屋商 科大学バドミントン部

新 潟 大 学バドミントン部

南 山 大 学バドミントン部

学バ ドミン トン部

学 バ ドミン トン部

学バ ドミン トン部

三 重 県 立 大 学バ ドミン トン部

日 本 福 祉 大 学バ ドミン トン部

名 古 屋 工 業大学バ ドミン トン部

学 バ ド ミン トン部

学 バ ドミン トン部

学 バ ドミン トン部

東海女子短期大学バドミントン部

滋賀県立短期大学バドミントン部

市屯6学園短期大学バドミントン部

椙 山 女 学 園大学バ ドミン トン部

名古屋市立女子短期大学バ ドミントン部

愛 知 淑 徳 大 学バ ドミン トン部

新潟青陵短期大学バ ドミン トン部

長野県立短期大学バ ドミントン部

愛 知 工 業 大 学バドミントン部

金 沢 大 学バドミントン部

名 古 屋 大 学バドミントン部

愛  矢日 大  学バ ドミン トン部

静 岡 大 学バ ドミン トン部

愛 知 教 育 大 学バ ドミン トン部

金 沢 工 業 大 学バ ドミン トン部

福 井 工 業 大 学バ ドミン トン部

信 州  大  学バ ドミン トン部

二 重 大 学バ ドミン トン部

岐 阜 薬 科 大 学バ ドミン トン部

岐阜女子短期大学バ ドミントン部

金沢女子短期大学バ ドミン トン部

富山女子短期大学バ ドミン トン部

名 古 屋 女 子大学バ ドミン トン部

金 城 学 院 大 学バ ドミントン部

愛 知 県 立 大:学バ ドミン トン部

仁愛女子短期大学バ ドミン トン部

新潟女子短期大学バ ドミン トン部

ドミ

L、  ヽ 、さ

「
 ヽ

■゙  ゛
!｀  ヽ

ドミ

l゛  ゛
P ヽ

ドミ

ン

ン

ン

ン

ン

ン

トン連盟

トン連盟

トン連盟

トン連盟

トン連盟

トン連盟
‐

大

大

大

城

井

京

名

福

中

大

大

大

阜

賀

山

岐

滋

富

■
１
１
１
１
１
１
１
‥
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東日本選手権大会ランキング

男子シングルス

9.佐

10.落

11.佐

i2.桶

13.成

14.黒

15.坂

16.平

男子ダブルス

1.高林 弘則。本
= |.:次

2.堀  幸 ::。 寺言 信之

3.伊藤 嘉子 .杉 二  iタ

4.伊 藤 嘉 和

矩
　
則
　
之

幸
　
弘
　
信

林
　
前

堀
　
一局

寺́

修
　
次「颯

山
　
間

杉
　
本

俊
　
之
　
志

正
　
孝
　
清

藤
　
合
　
藤

夫
　
一
一　
博

文
　
恒

谷
　
田
　
田

二
　
城

聖
　
一二

本
　
山

(立教大)

(中央大)

(立教大)

(日 本メ0

(中央大)

(中央ブ0

(日本大)

(中央ブ0

(明治ノ0

(関東学大)

(早稲田大)

(中央大)

(関東学大)

(日 本大)

(中央大)

(日 本ブ0

(中央大)

(立教大)

(日 本大)

(日女体)

(日女体)

(日 女体)

(日体大)

(東女体)

(日体大)

(日女体)

(日体大)

(日女体)

(日 女体)

(日 女体)

(日 体大)

4.鈴木 正造・坂本

5.立野 政昭・瀬戸

6.平山 三成 。丹野

7.武岡秀之進・佐倉

8.今泉  勉 。岩下

聖二

孝

安雄

和明

一雄

(中央メ0

(立教ブ0

(日本大)

(早 ,Ю

(中央大)

5.鈴  木  正  造

6.今  泉     勉 女子シングルス

博  江

恵 美 子

恵 美 子

喜 代 子

千 鶴 子

三  代

と よ 子

千 恵 子

女子ダブルス

1.本間恵美子・浦□ 恵子

2.近藤 光技・湯木 博江

3.硲 恵美子 。谷沢三輪子

4.石崎喜代子・渋谷 文代

木
　
　
　
間
　
崎
　
井

湯

硲

本

石

藤

木
　
本
　
片

鈴
　
宮
　
小

V

V

ネ兄  第19回 全日本学生バドミントン選手権大会

(名古屋市)端 穂 観 光 旅 館 組 合
田

支 部 長 近

副支部長 米

藤

川  浅

保

市

- 77 -



θ  西日本選手権大会ランキング

男子シングルス 1 小休 正明・阪本

繁美・萩原

重夫・吉松

良治 。林

宏元・嶋田

(関西大)

(同志社)

(関西大)

(福岡大)

(甲南大)

i.竹

2. 山

3.竹

4.関

5. 島

6.河

7. ノ]ヽ
ハ‐
8。 中

9.河
ク`:.山
11.林

12.長
´

´

13.杉

14. 植

i5.  Щ島

16.吉

(関西大)

(近畿大)

(近畿ブ0

(同志社大)

(関西大)

(名商大)

(関西ブ0

(近畿ブ0

(甲南大)

(福岡大)

(福岡大)

(立命館)

(岡山大)

(近畿大)

(甲南大)

(関西大)

(青陵短)

(青陵短)

(熊女大)

(東大阪短)

(東大阪短)

(関学大)

(活水短大)

(大阪樟蔭)

(青陵短)

(東大阪短)

(熊本女ブ0

(大阪樟蔭)

山

口

原

田

田

林

西

淵

崎

谷 川

村

田

田

松

重  夫

勇

茂

久  幸

康  行

満

正  明

詳  味

宏  元

良  治

康  行

進

大 文 夫

寛

真  一

民  雄

△

徳司

孝章

民雄

康行

真一

井

山

崎

淵

岩

竹

山

河

男子ダブルス

1.高馬

2. 山口

3. 関

哲・丸井

勇 。小野

久幸 。米納

広道

健二

隆雄

(神戸大)

(近畿大)

(同志社)

女子シングルス

1.相  沢  マ チ 子

2.竹  中  悦  子

3.徳 永 澄 子

4.池  田  栄  子

5.篠 山 和 江

6.福 井 幸 子

7. 山  1崎  は る み

8.風  井  世 紀 子

女子ダブルス

1.相沢マチ子。竹中

2.池田 栄子・篠山

3.徳永 澄子・西村

4.風井世紀子・岩田

悦子

和江

和美

定子

飲 むたび に

さわや か なの は

コークだ け

さわやかなおい しさが

みんなに好 かれ ます。

ジンとしみ とお る快 い刺激 は

コカ・ コー ラだけの もの。

コカ・ コー ラが楽 しさをいっそ う

もりあげ ます。

スカンとさわやか コカ・コ
~ラ

中 京 コ カ・ コ ー ラ ボ ト リ ン グ 株 式 会 社  GHUKY0 00眸 00LA BOT■ ‖S CO,LTD.〈コカ・コーラ指定会社)
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近 代 的 な 団 体 宿 泊 施 設

名 古 屋 観 光
Zゝ
館

=

名古屋 市 中区栄 2丁 目12番31号

TEL 231-6396～ 8番

みなさんのコンパに

大 提 灯 か め や

酒 は 明 眸

旧  仲 田 電 停 南

TEL (731) 562905631

靴 0カバン0スポーツ用品

ヨ ダ

美濃大田・小牧 0刈谷

多治見・美濃支店

′
ヽ
●
“

｀_´′

娯 楽 の 殿 堂

ビ ッ ク 遊 技 場

八 事
TEL

電 停 前
(831)0161
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天 白 第 一 食 堂

オリエンタル精養軒

名 城 大 学 本 部



東 西 対 抗 記 録  ´

東 軍 男 子

Ｄ

　

Ｓ

Ｄ

　

Ｓ

西 軍 男 子

西 軍 女 子東 軍 女

M.Doubles

M.Singles

ー

∫
|

キ
f

,

-80-
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L.IbuЫes

L.Singles

中 垣 医 院

内 外 科

名古屋市昭和区天白町八事裏山

T E L 831-9762

50円 て 満 腹 /

天 白 第 二 食 堂

名 城 大 学 本 部
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評
判
は
七
う
ご
存
知
で
し
ょ
う

こ
の
際

胃
腸
薬
は

ニヤ
ャ
ベ
ヾン
ン
トＬ

な
さ
つ
た
ら
‥

胃
腸
病
の
多
く

は
胃
が
た
だ
れ
る
こ

と
か
ら
始
ま
る
と
い
わ
れ
ま
す

こ
の
た
だ
れ
を
治
し
て
胃
腸
の
具
合
を
よ
く
す
る
の
が
、

キ

ャ
ベ
ジ

ン
の
特
長
で
す
。
た
だ
れ
が
治
れ
ば
自
然
、
胃

０
具
合
は
よ
く
な
る
。
キ

ャ
ベ
ジ
ン
は
そ
の
よ
いつ
な
薬
と

し
て
胃
鵬
病
に
広
く
使
わ
れ
て
お
リ
ニ

ュ
．

胃
腸
の
た
め
に

《
■
応
〓
》
魚

・
慢
性
胃
腸
カ
タ
ル

（胃

・
十
二
指
腸
カ
イ
ヨ
ウ
を
含

む
）
口
獨
、
消
化
不
良
、
過
飲
過
食
、
口
酸
過
多
症
。

彗
ヤ
ペ
ツ
Ｚ
ム

″

ー

ヽ

昭和43年度

愛知県バドミントン協会使用球

サソパタキング・

ヨネヤマトーナメント

ユ ー ナ イ トス ポ ー ツ

シヨツピング店

国 鉄 会 館 店
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肩
こ
り
・筋
肉
痛
・全
身
倦
怠

疲
れ
目
・胃
腸
機
能
の
減
退
に

●

吸

収

が

良

ヽ

．

動

き

め

か

持

続

し

ま

す

。

●

＆
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Ｌ

か

効

果

を

さ

ら

に

３

め

ま

す
。

●

の

ん

た

後
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い
や
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０
大
い
か

し
ま

せ

ん
ｃ

活
性
ビ
タ
ミ
ン
複
合
剤

５

嘔
・
２５

甲

５０

鴫

■ ,ベ
このマークのお店で

○ ⑩

疲
労
・神
経
痛
は

霧

す
ぐ
お
と
り
下
さ
い

ト キ ワ 運 動 具 店

名古屋今池 TEL(731)8241

スポーツ用品全般

(541)3261

(571)1938

・ _ヽ
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奏汁
曇嘘 豊 田 自 動 織 機 製 作 所

取締役社長 石  田  退  三

県 刈 谷 市 豊 田 町 2-1

(大代表) 〈0566〉 21-2511

自動 車 用 電 装 品 の 総 合 メ カ

知
　
話

愛

電

◇自動車産業の推進力
デンソーはモータリゼーシヨン

の一翼をにない、新製品の開発
につとめ、自動車界の発展に大
きく寄与しています。

◇品質で奉仕

高度な品質管理による一貫した
生産システム、デミング賞に輝
く最高の品質は、デンソーの誇
り、デンソーのシンボルです。

(営業品目)

・ スターター
・ オルタネーター

・ ダイナモ

・ レギユレーター
・ イグニツシヨンコイル

・デイストリビユーター
●マグネトー
・ホーン

・ フイパー
・ ウインドウオツシヤー

・ メーター

・ タコグラフ
・噴射ポンプ
。ノズル

・ カーヒーター
・ カークーラー

・ ラジエーター

・スパークプラグ
・ フイルター

・排気ガス浄化装置
｀

コD日 本 電 装 株 式 会 社

ア イ シ ン 精 機 株 式 会 社
取締役会長 岩
取締役社長 渡

愛 知 県 刈 谷 市 朝 日 町 2-1
電 話 (大代表)〈 0566〉 21-5011

郎

八

次

新

岡

辺

- 84 -
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第19回 全 日本学生バ ドミン トン選手権大会

第17回 全日本学生バ ドミントン東西対抗競技大会
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祝

第19回 全 日本学生バ ドミン トン選手権大会

第17回 全日本学生バ ドミントン東西対抗競技大会

~ヽ

「 ゝ 中

ファミリーカーのトヨタ

ζ999CC高 速時代 をひらくく日本の名車〉クラウン

純国産技術が完成した世界の安全設計コ

厳粛にして華麗ななか丼秘め

36項目の安全機構。 レ

米国の安全基準 19、 トヨタ独

の安全機構 16項 目を採用。

そこにトヨタ技術への自イ熟
あ るのです。      ,|

ハイライフをお楽しみいただくため

最高級オーナー向[夕乗用車

―
クラウン・オーナー デ ラッタス も新発

トヨタ自動車工集株式£

⌒
/JL■Eヽ

く萱ソ

■

′

新型4フラ コ9E
Лr"ノlLj扇

=2り
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